
一

　
　

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、筆
者
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
東
密
系
釈
教
歌
の
研
究
」

の
一
環
と
し
て
、
東
密
安
祥
寺
流
の
僧
侶
の
歌
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
た
私

撰
集
で
あ
る
『
安
撰
和
歌
集
』（
以
下
「
本
集
」）
の
釈
教
部
に
つ
い
て

の
検
討
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
が
こ
の
歌
集
を
採
り

上
げ
る
の
は
、
安
祥
寺
流
が
修
学
に
徹
し
た
と
い
う
点
で
東
密
で
も
屈

指
の
流
派
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
行
者
た
ち
の
詠
作
を
集
め
た
歌
集

で
あ
れ
ば
、
東
密
の
釈
教
歌
の
特
徴
も
よ
り
明
確
に
知
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
こ
と
に
因
る
。
本
稿
で
は
ま
ず
安
祥
寺
流（
以
下「
安

流
」）及
び
本
集
の
全
体
像
に
つ
い
て
言
及
し
た
上
で
釈
教
部（
巻
十
九
、

二
十
）
の
作
者
、
配
列
及
び
歌
の
題
材
な
ど
を
概
観
し
、
底
本
に
由
来

す
る
誤
写
や
錯
簡
の
可
能
性
に
も
言
及
す
る
。
次
い
で
現
存
す
る
釈
教

部
の
本
文
か
ら
窺
え
る
問
題
点
を
挙
げ
、
そ
の
点
を
安
流
の
動
向
と
も

関
連
付
け
つ
つ
考
察
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
。
な
お
テ
ク
ス
ト
は
、
原
則

と
し
て
も
っ
と
も
祖
本
に
近
い
高
野
山
三
宝
院
本
の
片
仮
名
本
文
を
用

い
、
歌
番
号
に
つ
い
て
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
六
巻
所
収
の
本
文
へ

の
そ
れ
に
従
う
こ
と
と
す
る
（
1
）。

　
　

二
、
東
密
安
祥
寺
流
及
び
本
集
に
つ
い
て
の
概
略

　

二
―
一
、
安
祥
寺
流
に
つ
い
て

　
「
安
祥
寺
流
」
は
東
密
小
野
流
の
一
流
派
で
、
勧
修
寺
流
、
随
心
院

流
と
合
わ
せ
て「
小
野
三
流
」と
も
呼
ば
れ
、「
醍
醐
三
流
」（
三
宝
院
流
、

理
性
院
流
、
金
剛
王
院
流
）
と
と
も
に
小
野
流
の
「
根
本
六
流
」
を
形

成
し
て
い
る
。
当
初
は
山
科
の
安
祥
寺
領
内
に
あ
る
西
安
祥
寺
（
大
勝

金
剛
院
）
を
拠
点
と
し
て
い
た
が
、
南
北
朝
後
期
以
降
そ
の
法
流
は
高

野
山
の
宝
性
院
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
項
で
は
、
本
集
の

撰
者
が
西
安
祥
寺
時
代
の
安
流
の
最
後
の
正
嫡
た
る
興
雅
（
撰
集
段
階

で
は
少
童
の
「
愛
代
丸
」）
で
あ
る
こ
と
や
、
次
項
で
述
べ
る
よ
う
に
、

本
集
の
残
欠
本
が
宝
性
院
で
発
見
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

　
安
撰
和
歌
集
釈
教
部
攷

　
　
　
―
釈
教
部
の
概
観
及
び
、
現
存
本
文
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
検
討
―
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二

流
派
の
濫
觴
か
ら
、
そ
の
拠
点
が
宝
性
院
に
移
る
ま
で
の
流
れ
を
箇
条

書
き
で
記
す
こ
と
と
す
る
。
す
な
わ
ち
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
2
）。

・�
東
密
小
野
流
の
正
嫡
の
範
俊
の
瀉
瓶
で
あ
っ
た
厳
覚（
勧
修
寺
長
吏
）

の
附
法
弟
子
の
一
人
で
あ
る
宗
意（
一
〇
七
四
～
一
一
四
八
）が「
安

祥
寺
流
」
を
興
し
た
。

・�

宗
意
は
安
祥
寺
の
座
主
で
も
あ
っ
た
が
、
宗
意
瀉
瓶
の
実
厳
は
寺
領

内
の
西
安
祥
寺
に
あ
っ
て
法
流
の
み
を
継
承
し
、
以
降
は
山
科
安
祥

寺
の
寺
領
は
勧
修
寺
が
管
掌
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・�

実
厳
か
ら
興
雅
に
至
る
ま
で
の
安
祥
寺
流
正
嫡
（
後
述
）
は
、
い
ず

れ
も
宮
中
真
言
院
に
お
け
る
太
元
法
（
太
元
帥
御
修
法
）
の
別
当
職

を
務
め
た
（
3
）。

・�

寺
領
を
持
た
ず
、
事
相
の
理
論
化
（
4
）
な
ど
の
教
学
研
究
に
徹
し
た

流
派
で
あ
り
、
山
科
時
代
の
経
済
的
基
盤
は
太
元
別
当
職
や
、
鎌
倉

安
祥
寺
―
成
厳
瀉
瓶
の
良
瑜
（
九
条
兼
実
の
孫
）
に
始
ま
る
傍
流
で
、

鎌
倉
幕
府
と
の
関
係
が
強
か
っ
た
―
、
九
条
家
な
ど
と
の
つ
な
が
り

が
中
心
だ
っ
た
。

・�

宝
性
院
の
宥
快
が
興
雅
（
十
一
代
正
嫡
）
か
ら
安
流
を
受
法
し
て
瀉

瓶
と
な
っ
た
年
（
永
和
三
年
〔
一
三
七
七
〕）
に
、
太
元
別
当
職
の

座
が
安
流
か
ら
理
性
院
流
へ
と
移
り
、
そ
の
後
の
安
流
は
基
本
的
に

宝
性
院
を
拠
点
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
―
二
、
本
集
の
概
略

⑴
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て

　

本
集
の
写
本
は
複
数
存
在
す
る
が
、
い
ず
れ
も
享
保
十
九
年
（
一
七

三
四
）
の
弘
法
大
師
九
百
年
忌
の
際
に
、宝
性
院
の
蔵
で
「
安
流
末
資
」

た
る
実
詮
が
発
見
し
た
残
欠
本
―
こ
の
発
見
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
本
集

の
存
在
が
知
ら
れ
た
―
の
、
実
詮
自
身
に
よ
る
写
し
を
祖
本
と
し
て
い

る
（
5
）。
そ
の
残
欠
本
は
従
来
、「
巻
十
三
の
断
片
と
思
し
き
恋
歌
四

十
首
と
、
巻
十
四
以
降
の
七
巻
（
恋
二
、
雑
三
、
釈
教
二
巻
）
四
百
三

十
首
の
、合
計
四
百
七
十
首
か
ら
成
る
」も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る（『
和

歌
大
辞
典
』
四
〇
頁
な
ど
）
が
、
高
野
山
日
光
院
本
―
三
宝
院
本
を
平

仮
名
表
記
に
し
た
上
で
内
容
別
に
再
構
成
し
た
写
本
―
の
原
本
を
作
成

し
た
多
聞
院
覚
如
に
拠
る
と
、
巻
十
四
以
降
に
も
歌
の
欠
落
な
ど
の
問

題
が
認
め
ら
れ
る
（
6
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑵
成
立
過
程
に
つ
い
て

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
巻
十
八
末
尾
の
四
首
―
本
集
全
体
の
結
語
と
し
て

の
性
格
を
有
す
る
―
及
び
、
後
年
の
興
雅
の
奥
書
か
ら
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
（
以
下
、
引
用
箇
所
へ
の
傍
線
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
）。

〇
巻
十
八
末
尾
の
四
首

　
　
　
　

�

ヨ
ミ
ヲ
ケ
ル
哥
ヲ
カ
キ
ア
ツ
メ
侍
テ
実
教
卿
ノ
モ
ト
ヘ
ツ
カ

ハ
シ
ケ
ル
時
、
ツ
ヽ
ミ
ガ
ミ
ニ
カ
キ
ツ
ケ
侍
シ

�

愛
代
丸
法
名
興
雅

　
　

ヲ
ロ�

カ
ナ
ル
コ
ヽ
ロ
ヒ
ト
ツ
ニ
オ
モ
ヒ
ガ
ハ
サ
ゾ
ウ
タ
ガ
タ
モ
ハ

カ
ナ
カ
ル
ラ
ン
（
三
七
一
）

　
　
　
　

�
此
集
ヱ
ラ
ビ
侍
ル
ベ
キ
ヨ
シ
、
門
主
ノ
イ
サ
メ
ア
ル
ニ
ヨ
リ

テ
、
ハ
ヾ
カ
リ
ナ
ガ
ラ
オ
モ
ヒ
タ
チ
侍
テ
、
序
ナ
ド
オ
モ
ヒ

ツ
ヾ
ケ
、
フ
ル
キ
イ
マ
ノ
人
々
ノ
哥
ド
モ
カ
キ
ア
ツ
メ
テ
、



三

コ
ノ
集
ノ
ナ
カ
ヾ
キ
ヲ
実
教
卿
ノ
モ
ト
ヘ
ツ
カ
ハ
シ
テ
ミ
セ

ア
ハ
セ
侍
シ
ニ
、
哥
ド
モ
ア
マ
タ
ヱ
ラ
ビ
ノ
ゾ
キ
テ
返
シ
侍

シ
時
、「
ワ
カ
ノ
浦
ニ
マ
ジ
ル
モ
ク
ヅ
ヲ
カ
キ
ス
テ
ヽ
玉
バ

カ
リ
コ
ソ
ヒ
ロ
ヒ
ア
ツ
ム
ル
」
ト
侍
シ
、
返
シ
ニ

　
　

ワ
カ�

浦
ニ
ヒ
ロ
ハ
ム
玉
ノ
ス
ガ
タ
ヲ
モ
人
ノ
ミ
ガ
ケ
ル
ノ
チ
ニ
コ

ソ
シ
レ
（
三
七
二
）

　
　
　
　

�

此
集
オ
モ
ヒ
ノ
ゴ
ト
ク
ナ
ル
ベ
キ
ヨ
シ
ノ
イ
ノ
リ
、
心
ニ
カ

ケ
侍
シ
コ
ロ
オ
モ
ヒ
ツ
ヾ
ケ
侍
シ�

法
印
隆
雅

　
　

�

ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
心
ヲ
ヨ
セ
バ
玉
ツ
シ
マ
ヒ
カ
リ
ヲ
ウ
ツ
セ
ワ
カ
ノ
浦

ナ
ミ
（
三
七
三
）

　
　

�

ス
ミ
ヨ
シ
ノ
松
ニ
コ
タ
ヘ
テ
千
世
マ
デ
モ
フ
キ
モ
ツ
タ
ヘ
ヨ
ワ
カ

ノ
浦
風
（
三
七
四
）�

（
六
二
丁
裏
～
六
三
丁
裏
）

〇
興
雅
の
奥
書
の
冒
頭
部
分

　
　

�

此
安
撰
集
事
、
ま
さ
に
先
師
の
貴
命
に
随
は
ん
と
し
、
ま
さ
に
数

奇
の
懇
志
に
依
ら
ん
と
し
、
十
五
歳
よ
り
三
箇
年
に
至
る
。
或
は

神
明
権
者
の
詠
吟
を
尋
ね
、
或
は
古
今
貴
人
の
和
哥
を
集
め
、
千

首
を
撰
し
て
一
部
を
終
ふ

�

（
日
光
院
本　

五
三
丁
表
の
訓
点
に
従
っ
て
私
に
書
き
下
し
た
）

　

＊�

以
下
、
漢
文
の
箇
所
の
引
用
は
、
訓
点
が
あ
る
場
合
は
書
き
下
し

て
記
す
こ
と
と
す
る
。

右
の
記
述
の
傍
線
箇
所
か
ら
知
り
得
る
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
次
の

よ
う
な
も
の
と
な
る
。

・�

本
集
は
隆
雅
（
十
代
正
嫡
）
が
、
少
童
の
愛
代
丸
に
命
じ
て
編
纂
さ

せ
た
歌
集
で
、
愛
代
丸
が
十
五
歳
の
時
か
ら
三
年
を
か
け
て
歌
千
首

を
集
め
、
か
つ
は
自
ら
序
文
を
も
認
め
た
も
の
に
、
富
小
路
実
教
（
貞

和
五
年
〔
一
三
四
九
〕
九
月
七
日
寂
〔『
和
歌
大
辞
典
』
四
〇
四
頁
〕）

が
歌
の
取
捨
選
択
を
行
う
こ
と
で
完
成
を
見
た
。

・�（
三
七
三
番
歌
に
見
え
る
隆
雅
の
僧
位
を
信
頼
す
る
の
で
あ
れ
ば
）
隆

雅
は
元
徳
二
年（
一
三
三
〇
）に
法
印
に
叙
し
、康
永
三
年（
一
三
四
四
）

八
月
二
十
六
日
に
権
僧
正
に
転
じ
て
い
る
こ
と
か
ら�

（
7
）、
愛
代
丸

が
隆
雅
か
ら
歌
集
の
編
纂
を
命
ぜ
ら
れ
た
時
期
は
、
隆
雅
が
い
ま
だ

法
印
で
あ
っ
た
康
永
三
年
八
月
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ゆ

え
、
集
の
完
成
年
代
の
下
限
は
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
る
。

⑶
享
受
に
つ
い
て

　

本
集
の
末
尾
（
九
〇
丁
裏
）
に
は
興
雅
の
花
押
と
と
も
に
次
の
よ
う

な
記
述
が
見
え
る
。

　
　

�

此
安
撰
集
雙
紙
上
下
二
帖
為
當
寺
鎮
守
宮
法
樂
奉
納
御
殿
内
畢
為

後
記
之　

金
剛
仏
子
興
雅

右
の
く
だ
り
か
ら
、
本
集
が
そ
の
成
立
後
は
西
安
祥
寺
の
鎮
守
宮
に
奉

納
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
残
欠
本
が
宝
性
院

で
発
見
せ
ら
れ
た
の
は
、
宥
快
の
安
流
継
承
以
降
に
本
集
が
そ
の
他
の

聖
教
類
と
と
も
に
移
管
せ
ら
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
（
8
）
が
、
⑴
で
も

言
及
し
た
ご
と
く
、
享
保
年
間
の
残
欠
本
発
見
ま
で
そ
の
存
在
す
ら
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
本
集
は
西
安
祥
寺
と
宝
性
院

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
安
流
関
係
者
以
外
の
者
の
目
に
触



四

れ
る
機
会
は
な
か
っ
た
―
あ
る
い
は
、
宝
性
院
へ
の
移
管
以
降
は
宥
快

の
み
が
そ
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
か
―
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
興
雅
の
奥
書
に
拠
る
と
、
本
集
は
後
光
厳
帝
と
後
円
融
院
の
叡
覽

に
供
し
た
と
の
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、こ
こ
で
は
そ
の
叡
覽
の
実
際
を
、

本
集
享
受
の
具
体
例
と
し
て
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

〇
後
光
厳
帝

　

叡
覽
時
期
は
応
安
二
年
（
一
三
六
九
）
六
月
か
ら
同
年
十
一
月
ま
で

で
あ
る
。こ
の
年
の
七
月（
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
の『
血
脉　
興
雅
記
』

七
三
丁
裏
に
は
「
七
月
廿
日
」
と
あ
る
）
に
、
興
雅
は
帝
に
師
の
隆
雅

へ
の
大
僧
正
贈
位
を
奏
聞
し
、
か
つ
は
そ
の
位
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
集
の
叡
覽
も
そ
れ
と
関
連
付
け
て
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
叡
覽
を
興
雅
は
望
外
の
喜
び
と
し
、
帝
方
の
関
係
者
に
対
し
て
次

の
よ
う
な
消
息
を
送
っ
て
い
る
。

　
　

�

…
ス
コ
シ
モ
エ
イ
ラ
ム
候
ハ
ヾ
、
チ
ヨ
ク
セ
ム
ニ
テ
候
ハ
ム
ズ
レ

バ
、
世
ノ
ス
エ
マ
デ
ノ
キ
ボ
、
コ
レ
ニ
ス
ギ
候
ハ
ジ
ト
ゾ
ム
ジ
候

�

（
八
六
丁
裏
）

こ
こ
か
ら
興
雅
が
こ
の
叡
覽
に
つ
い
て
、「
本
集
が
帝
の
叡
覽
に
供
し

た
こ
と
は
、
勅
撰
集
に
準
ぜ
ら
れ
た
も
同
然
で
あ
り
、
安
流
に
と
っ
て

は
末
世
ま
で
の
名
誉
（
＝
規
摸
）
と
な
る
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
の
で
あ
る�

（
9
）。
そ
し
て
返
却
に
際
し
、
帝
は
裏
紙
に
本
集
を

称
え
た
御
製
を
二
首
記
し
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
御
製
及
び
興
雅
の
返

歌
を
挙
げ
る
。

　
　

�

雲
ノ
ウ
ヘ
ニ
キ
コ
ヘ
ア
ゲ
ツ
ル
ワ
カ
ノ
浦
ナ
ミ
〳
〵
ナ
ラ
ヌ
名
ヲ

ヤ
ノ
コ
サ
ム

　
　

�

ヒ
ロ
ヒ
オ
ク
コ
ト
バ
ノ
玉
ノ
カ
ズ
〳
〵
ニ
ツ
タ
フ
ル
法
ノ
ヒ
カ
リ

ヲ
ゾ
ミ
ル

　
　
　
　

↓
（
興
雅
の
返
歌
）

　
　

�

コ
ヽ
ノ
ヘ
ノ
雲
ノ
ウ
ヘ
マ
デ
フ
キ
ア
ゲ
ノ
ワ
カ
ノ
浦
風
世
ニ
ヤ
キ

コ
エ
ム

　
　

�

ア
ツ
メ
ヲ
ク
コ
ト
バ
ノ
玉
モ
法
ト
ミ
ル
君
ノ
テ
ラ
セ
バ
ヒ
カ
リ
ヲ

ゾ
マ
ス�

（
八
七
丁
裏
～
八
八
丁
裏
）

本
集
の
残
欠
本
を
実
詮
が
書
写
し
、
か
つ
は
流
布
さ
せ
た
の
も
、
右
の

御
製
二
首
の
存
在
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
実
詮

自
身
も
識
語
に
お
い
て

　
　

�

…
実
に
法
門
の
庭
訓
、密
家
の
模
範
な
り
。
い
は
ん
や
叡
覽
を
経
、

宸
翰
の
御
製
二
首
を
賜
ひ
、
法
威
の
重
き
、
す
な
は
ち
か
く
の
ご

と
き
な
り�

（
九
一
丁
表
）

と
記
し
た
上
で
、残
欠
本
の
総
歌
数
を
「
四
百
七
十
二
首
」（
九
二
丁
表
）

と
し
て
い
る
―
興
雅
の
返
歌
は
含
め
て
い
な
い
―
の
で
あ
る
。

〇
後
円
融
院

　

叡
覽
時
期
は
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
六
月
か
ら
同
年
九
月
ま
で
と

な
る
が
、
院
は
進
上
の
段
階
で
す
で
に
本
集
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い

る�
（
10
）。
す
な
わ
ち
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

�
ナ
ニ
ヨ
リ
モ
コ
ノ
シ
ユ
、
マ
ヅ
〳
〵
オ
モ
シ
ロ
ク
モ
ヤ
サ
シ
ウ
、

イ
タ
ク
カ
ヽ
ル
タ
メ
シ
候
ハ
ジ
ト
オ
ボ
シ
メ
シ
候
。ウ
ル
ハ
シ
ク
、

ジ
ヨ
ノ
心
ニ
ヨ
ロ
ヅ
ミ
エ
テ
候
ヤ
ウ
ニ
候
シ
。
御
ス
ギ
ハ
候
マ
ジ



五

ク
候
。
御
心
ザ
シ
ノ
イ
タ
リ
、
タ
メ
シ
ナ
ク
候�

（
八
九
丁
表
）

こ
の
叡
覽
の
時
期
に
は
、
す
で
に
安
流
の
正
嫡
の
座
は
興
雅
か
ら
宥
快

へ
と
移
っ
て
お
り
、
西
安
祥
寺
の
聖
教
類
も
宝
性
院
に
移
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る�

（
8
）
が
、
本
集
の
返
却
に
際
し
て
の
院
の
勅
書
に

　
　

�

…
カ
タ
〴
〵
メ
デ
タ
ク
候
。
御
ウ
タ
ノ
事
モ
セ
ム
ジ
ャ
ニ
イ
ソ
ギ

オ
ホ
マ
マ
ラ
レ
候
ベ
キ
ニ
テ
候
ト
申
シ
テ
候�

（
九
〇
丁
表
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
叡
覽
に
は
興
雅
が
関
わ
っ
て
い
た
と
知
ら
れ
、

そ
れ
ゆ
え
本
集
の
原
本
は
、
永
徳
二
年
ま
で
は
西
安
祥
寺
に
蔵
せ
ら
れ

て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

三
、
釈
教
部
の
概
観

　

本
集
の
釈
教
部
は
巻
十
九
、
二
十
の
二
巻
九
十
七
首
か
ら
成
る
。
か

よ
う
に
二
巻
を
費
や
し
て
い
る
こ
と
（
11
）
及
び
、
前
章
第
二
項
⑵
で
言

及
し
た
巻
十
八
末
尾
の
四
首
が
、
本
集
全
体
の
実
質
的
な
結
語
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
釈
教
部
は
本
集
に
お
い
て
は
独
立
性
の
強
い
、

特
別
な
意
義
を
有
し
た
存
在
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。
ま
た
本
集
は
、

前
章
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
享
保
年
間
に
残
欠
本
と
し
て
発
見
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
基
づ
く
「
実
詮
写
本
」
の
本
文
に
つ
い
て

は
、
前
章
第
二
項
⑴
で
言
及
し
た
歌
の
欠
落
の
他
、
日
光
院
本
の
識
語

に
お
い
て
覚
如
が

　
　

�

…
此
冊
子
、
従
来
片
仮
名
書
に
て
あ
り
し
ゆ
へ
、
其
か
な
の
上
下

さ
だ
か
に
詠
が
た
く
、
か
つ
は
歌
に
た
づ
さ
は
マ
マ
ざ
る
人
の
写
せ

し
に
や
、
書
あ
や
ま
り
す
く
な
か
ら
ず�

（
五
七
丁
表
）

と
記
す
よ
う
に
、
誤
写
も
多
数
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
内
容
と

し
て
は
、
覚
如
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
仮
名
の
書
き
誤
り
」
や
、
原
本
の

綴
じ
紐
が
切
れ
た
こ
と
に
因
る
錯
簡
な
ど
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
と
り
わ
け
釈
教
部
に
は
錯
簡
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
配
列
上
の
問

題
を
明
確
に
認
め
得
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
現
存
テ
ク
ス
ト

に
拠
っ
て
ま
ず
は
釈
教
部
の
作
者
に
つ
い
て
見
て
ゆ
き
、
次
い
で
釈
教

部
の
配
列
及
び
歌
の
題
材
を
挙
げ
る
。
そ
の
上
で
歌
の
欠
落
及
び
錯
簡

の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
、
錯
簡
と
思
し
き
箇
所
に
つ
い
て
は
可
能

な
範
囲
で
復
元
案
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

三
―
一
、
入
集
歌
人
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
本
集
の
釈
教
部
に
入
集
し
て
い
る
歌
人
を
「
安
流
の
歴
代

正
嫡
」「
安
流
以
外
の
東
密
関
連
の
高
僧
」「
安
流
の
附
法
弟
子
及
び
少

童
」
の
三
点
に
分
け
て
挙
げ
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

⑴
安
流
の
歴
代
正
嫡

　

こ
れ
は
初
代
の
宗
意
か
ら
十
一
代
の
興
雅
（
本
集
で
は
少
童
の
愛
代

丸
）
ま
で
と
な
り
、
興
雅
詠
を
除
い
て
も
全
歌
数
の
約
七
割
―
残
欠
本

全
体
で
も
約
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
―
を
占
め
る
（
12
）。
以
下
に
そ

の
僧
名
と
『
安
祥
寺
血
脉
』
に
基
づ
く
僧
位
、
入
集
歌
数
を
活
動
年
代

順
に
挙
げ
る
。

・�
宗
意
（
初
代　

権
律
師　

流
祖
）
…
二
首
（
残
欠
本
全
体
で
は
三
首

〔
以
下
同
様
〕）。

・�

実
厳
（
二
代　

権
律
師
）
…
十
首
（
十
一
）。

・
頼
信
（
三
代　

阿
闍
梨
）
…
九
首
（
二
三
）。
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・
成
厳
（
四
代　

法
印
）
…
十
四
首
（
四
七
）。

・
寛
海
（
五
代　

法
印
）
…
七
首
（
二
四
）。

・
兼
恵
（
六
代　

権
僧
正
）
…
三
首
（
九
）。

・
寛
伊
（
七
代　

権
僧
正
）
…
三
首
（
二
四
）。

・
成
恵
（
八
代　

大
僧
正
）
…
八
首
（
三
八
）。

・
光
誉
（
九
代　

大
僧
正
（
13
））
…
五
首
（
二
七
）。

・
隆
雅
（
十
代　

権
僧
正
〔
贈
大
僧
正
〕）
…
六
首
（
四
二
）。

・
興
雅
（「
愛
代
丸
」
名
義　

十
一
代　

権
僧
正
）
…
三
首
（
十
三
）。

⑵
安
流
以
外
の
東
密
関
連
の
高
僧

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
高
祖
弘
法
大
師
及
び
そ
の
弟
子
（
最
澄
を
含
む
）

の
他
、
小
野
流
の
高
僧
及
び
そ
の
附
法
（
安
流
の
附
法
を
も
含
む
）
の

歌
が
該
当
す
る
。
以
下
に
そ
の
名
を
活
動
年
代
順
に
挙
げ
る
。
な
お
僧

位
は
す
べ
て
本
集
の
表
記
に
基
づ
き
、
覚
法
以
下
の
附
法
記
録
は
『
安

祥
寺
血
脉
』
に
拠
っ
て
示
し
た
。

・
弘
法
大
師
…
四
首
。

・
伝
教
大
師
（
最
澄
）
…
一
首
。

・
高
岳
（
真
如
）
法
親
王
…
一
首
。　

・
仁
海
（
僧
正　

小
野
流
祖
）
…
一
首
。

・
厳
覚
（
大
僧
都　

宗
意
の
師
）
…
二
首
。　

・
寛
信
（
法
務　

勧
修
寺
流
祖　

厳
覚
附
法
）
…
一
首
。

・
覚
法
（
高
野
御
室　

仁
和
御
流
流
祖　

範
俊
附
法
）
…
一
首
。

・
覚
性（
紫
金
台
寺
御
室　

日
本
総
法
務　

実
厳
附
法
）…
二
首（
四
）。

・
道
宝
（
大
僧
正　

勧
修
寺
長
吏　

良
瑜
附
法
）
…
三
首
（
八
）。

・
道
意
（
大
僧
正　

仁
和
寺　

光
誉
附
法
）
…
一
首
（
三
）。

⑶
愛
代
丸
（
興
雅
）
以
外
の
安
流
の
僧
侶
及
び
、
少
童

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
巻
十
九
の
後
半
に
見
え
る
「
十
戒
」
に
関
す
る

歌
が
中
心
と
な
る
。
以
下
に
そ
の
名
を
、
釈
教
部
の
登
場
順
に
挙
げ
る

（
僧
位
及
び
附
法
記
録
に
つ
い
て
は
⑵
に
準
ず
る
）。

・
有
誉
（「
宥
誉
」
と
も　

権
少
僧
都　

隆
雅
附
法
）
…
三
首
（
七
）。

・�

成
雅
（
少
童
の
「
千
喜
久
ま
ろ
」
名
義　

興
雅
附
法
〔
後
述
〕）
…

二
首
（
十
三
）。

・
政
恵
（
阿
闍
梨
（
14
）　

光
誉
附
法
）
…
一
首
（
五
）。

・�

幸
範
（
権
律
師　

隆
雅
附
法
か
〔
一
九
五
番
歌
の
詞
書
に
拠
る
〕）

…
一
首
（
八
）。

・
淳
恵
（
権
少
僧
都　

隆
雅
附
法
）
…
一
首
（
四
）。

・
加
加
ま
ろ
（
少
童
）
…
一
首
（
七
）。

　

＊
光
誉
、
隆
雅
の
時
代
か
（
六
〇
、
三
四
〇
番
歌
の
詞
書
に
拠
る
）。

・
英
宣
（
法
印　

隆
雅
附
法
か
）
…
一
首
。

　

＊�

正
平
六
年
（
一
三
五
一
）
の
後
七
日
御
修
法
（
御
修
法
長
者
は
隆

雅
）
の
記
録
に
「
英
宣
権
少
僧
都
」
の
名
が
見
え
る
（
東
寺
百
合

文
書
w
e
b　

ろ
函
３
―
40
「
真
言
院
後
七
日
御
修
法
請
僧
交

名
」）
こ
と
に
拠
っ
た
。

　

三
―
二
、
現
存
テ
ク
ス
ト
に
拠
る
配
列
及
び
そ
の
題
材
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
以
下
に
、
釈
教
部
全
九
七
首
の
配
列
及
び
歌
の
題
材
を
挙

げ
る
。
な
お
勅
撰
入
集
詠
に
つ
い
て
は
歌
集
名
と
歌
番
号
（
新
編
国
歌

大
観
第
一
巻
に
拠
る
）
と
を
附
す
こ
と
と
す
る
。



七

〇
巻
十
九

三
七
五
～
三
八
〇
…�

弘
法
大
師
関
連
詠
（
こ
の
六
首
の
み
左
註
を
有
す

る
（
15
））。

　

三
七
五
～
三
七
七
、
三
八
〇
…
弘
法
大
師
詠
。

　

三
七
八
、
三
七
九
…�

大
師
の
（
結
縁
灌
頂
）
弟
子
た
る
最
澄
、
附
法

た
る
真
如
法
親
王
の
詠
。

　

＊�

三
七
五
…
新
勅
撰
五
七
六
、
三
七
六
…
風
雅
一
七
八
八
、
三
七
八

…
新
古
今
一
九
二
〇
、
三
七
九
…
続
千
載
九
二
八
（
弘
法
大
師
詠

と
す
る
）。

三
八
一
～
三
八
九
…
金
胎
両
部
（
16
）
及
び
『
菩
提
心
論
』
の
詠
。

　

三
八
一
…�

金
剛
頂
経
へ
の
讃
。

　

三
八
二
～
三
八
七
…
大
日
経
住
心
品
。

　

三
八
八
、
三
八
九
…
菩
提
心
論
。

三
九
〇
～
三
九
九
…
一
品
経
（
法
華
経
）
詠
。

　

＊
三
九
一
…
新
後
撰
六
一
四
。

四
〇
〇
…
般
若
心
経
。

四
〇
一
…
文
殊
菩
薩
。

四
〇
二
…
縁
覚
乗
。

四
〇
三
～
四
一
一
…
十
重
禁
戒
。

四
一
二
…
観
無
量
寿
経
。

四
一
三
…
金
光
明
経
。

　

＊
四
一
三
…
続
拾
遺
一
三
七
四
。

四
一
四
…
瑜
祇
経
。

四
一
五
…
光
明
真
言
。

四
一
六
…『
秘
蔵
記
』の「
華
蔵
世
界
」（
＝
現
世
浄
土
・
密
厳
仏
国
）。　

四
一
七
…
即
身
成
仏
。

四
一
八
…
大
日
如
来
。

四
一
九
～
四
二
三
…
五
智
。

〇
巻
二
十

四
二
四
～
四
三
三
…
密
教
観
法
詠
。

　

四
二
四
…
阿
字
観
。

　

四
二
五
～
四
三
三
…�

月
輪
観
（
四
三
〇
と
四
三
一
は
一
品
経
〔
後

述
〕）。

　

＊
四
三
〇
…
続
後
撰
六
二
二
。

四
三
三
、
四
三
四
…
真
言
宗
を
「
諸
宗
最
頂
」
と
す
る
詠
。

四
三
四
～
四
四
九
…
伝
法
詠
。

　

四
三
四
～
四
三
六
…
伝
法
。

　

四
三
七
～
四
三
八
…
師
弟
の
贈
答
。

　

四
三
九
～
四
四
五
…
小
野
流
の
伝
法
。

　

四
四
六
～
四
四
九
…�

弘
法
大
師
以
来
の
法
流
を
高
野
山
と
関
連
付
け

て
詠
ん
だ
歌
。

　

＊
四
四
四
…
新
拾
遺
一
五
二
二
、
四
四
七
…
続
千
載
九
八
八
。　

四
五
〇
…
真
言
宗
を
「
諸
宗
最
頂
」
と
す
る
詠
。

四
五
一
…
禅
宗
批
判
。

四
五
二
～
四
五
八
…
東
密
の
基
本
姿
勢
。

　

四
五
二
、
四
五
三
…
如
実
知
自
心
。
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四
五
四
～
四
五
七
…
現
世
を
仏
の
世
界
と
観
ず
る
立
場
。

　

四
五
八
…
真
言
行
者
の
心
が
け
。

四
五
九
～
四
六
四
…
諸
尊
関
連
詠
。

　

四
五
九
…
千
手
観
音
。

　

四
六
〇
、
四
六
一
…
愛
染
明
王
。

　

四
六
二
～
四
六
四
…
聖
衆
来
迎
。

　

＊�

四
六
二
…
続
千
載
一
〇
二
七
。

　
　

四
六
三
…
続
千
載
一
〇
二
八
・
一
〇
二
九
。

四
六
五
～
四
六
七
…
白
浄
信
心
。

四
六
八
…
如
実
知
自
心
。

四
六
九
…
禅
宗
批
判
。

四
七
〇
…
如
実
知
自
心
。

四
七
一
…
自
身
を
東
密
の
正
嫡
と
し
、
法
流
の
伝
承
を
願
う
詠
。

　

三
―
三
、
歌
の
欠
落
及
び
錯
簡
、
誤
写
の
可
能
性
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
残
欠
本
本
文
に
お
け
る
歌
の
欠
落
及
び
錯
簡
、
実
詮
に
よ

る
書
写
の
段
階
で
の
誤
写
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
挙
げ
、
後

者
に
つ
い
て
は
可
能
な
範
囲
で
本
文
の
復
元
案
を
示
す
こ
と
と
す
る

（
配
列
面
で
意
図
的
な
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
し
き
例
に
つ
い
て

は
次
章
で
採
り
上
げ
る
）。

⑴
歌
の
欠
落
が
あ
る
と
思
し
き
箇
所

　

欠
落
の
可
能
性
の
あ
る
箇
所
は
、巻
十
九
の
「
十
戒
」
詠
（
四
〇
三
～

四
一
一
）
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
隆
雅
に
よ
る
「
不
殺
生
戒
」「
不
誹
謗

三
宝
戒
」
の
歌
に
挟
ま
れ
る
形
で
「
不
偸
盗
戒
」「
不
邪
淫
戒
」「
不
妄

語
戒
」「
不
飲
酒
戒
」「
不
説
他
過
戒
」「
不
慳
貪
戒
」
の
合
計
八
つ
の

戒
を
詠
ん
だ
歌
が
置
か
れ
て
お
り
、
残
る
「
不
自
讃
毀
他
戒
」「
不
瞋

恚
戒
」
を
詠
ん
だ
歌
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
（
17
）。

⑵
錯
簡
、
誤
写
の
可
能
性
を
認
め
得
る
箇
所

　

こ
の
例
に
つ
い
て
は
複
数
存
在
す
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
歌
番
号
順

に
紹
介
し
、
可
能
な
場
合
は
筆
者
に
よ
る
復
元
案
を
太
字
ゴ
シ
ッ
ク
で

提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

ⅰ
、
四
一
二

・�

詞
書
が
『
観
無
量
寿
経
』
の
引
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
浄
土
信
仰
関

連
の
歌
群
（
四
六
二
～
四
六
四
）
と
の
連
続
性
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

ⅱ
、
四
一
三

・�

詞
書
が
『
金
光
明
経
』
に
拠
る
こ
と
か
ら
顕
教
経
典
詠
と
見
な
し
得

る
。
内
容
面
で
連
続
し
得
る
歌
は
な
く
、
あ
る
い
は
、
一
品
経
詠
群

（
三
九
〇
～
三
九
九
）
の
前
後
に
置
く
の
が
妥
当
か
。

ⅲ
、
四
三
〇
、
四
三
一

・�「
月
輪
観
」
詠
群
に
置
か
れ
て
い
る
が
、「
沈
ま
ぬ
心
月
輪
」
を
「
自

心
の
内
な
る
仏
性
」
で
は
な
く
、　
「
霊
鷲
山
に
常
在
す
る
釈
迦
」
と

す
る
点
で
、
明
ら
か
に
「
一
品
経
（
寿
量
品
）
詠
」
で
あ
る
（
18
）。

　
　
　

↓
（
復
元
案
）

　
　
　
　

寿
量
品
方
便
現
涅
槃
而
実
不
滅
度
ヲ�

愛
代
丸
法
名
興
雅

　
　

�

イ
リ
ヌ
ト
テ
ナ
シ
ト
モ
イ
ハ
ジ
ユ
キ
メ
グ
ル
ソ
ラ
ハ
イ
ヅ
ク
モ
オ

ナ
ジ
月
カ
ゲ
（
三
九
四
）�

法
務
寛
信
厳
覚
附
法



九

　
　

�

イ
リ
ヌ
ト
モ
オ
モ
ハ
ザ
ラ
ナ
ム
月
カ
ゲ
ノ
ワ
シ
ノ
タ
カ
ネ
ニ
ト
オ

ク
テ
ラ
セ
バ
（
四
三
〇
）

　
　
　
　

仏
舎
利
ヲ
礼
拜
シ
タ
テ
マ
ツ
リ
侍
テ�

大
僧
都
厳
覚

　
　

�

コ
ノ
玉
ニ
ヒ
カ
リ
ハ
ナ
ガ
ク
ト
メ
ヲ
キ
ヌ
イ
デ
ヽ
イ
リ
ニ
シ
ヨ
ハ

ノ
月
カ
ゲ
（
四
三
一
）�

法
印
寛
海

　
　

�

キ
エ
ヤ
ス
キ
イ
ノ
チ
ト
ナ
ニ
カ
オ
モ
ヒ
ケ
ム
カ
ギ
リ
ナ
キ
ゾ
ト
ノ

リ
ニ
ト
ク
ナ
リ
（
三
九
五
）

ⅳ
、
四
三
三
、
四
三
四
と
四
五
〇

・
真
言
宗
を
「
諸
宗
最
頂
」
と
す
る
詞
書
を
有
す
る
点
で
一
括
し
得
る
。

ⅴ
、
四
五
一
、
四
六
九

・�

作
者
が
と
も
に
成
厳
で
（
19
）、
詞
書
に
「
教
外
別
伝
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
一
括
し
得
る
。

ⅵ
、
巻
二
十
後
半
の
「
心
」
を
詠
ん
だ
歌

・�

四
五
二
～
四
五
八
と
四
六
五
～
四
六
八
、四
七
〇
が
「
如
実
知
自
心
」

を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
一
括
し
得
る
。

ⅶ
、
四
五
九

・�

法
華
経
普
門
品
（
観
音
経
）
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
三
九
七
～
三
九

九
と
の
つ
な
が
り
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　

↓
（
復
元
案
）

　
　
　
　

普
門
品
ヲ�

権
少
僧
都
兼
恵

　
　

�

イ
リ
ガ
タ
キ
御
法
ノ
道
ト
ナ
ゲ
ク
身
ニ
ア
マ
ネ
キ
門
ヲ
キ
ク
ゾ
ウ

レ
シ
キ
（
三
九
七
）

　
　
　
　

千
手
観
音
ノ
チ
カ
ヒ
ヲ
オ
モ
ヒ
侍
テ�

前
権
律
師
宗
意

　
　

�

カ
レ
ハ
ツ
ル
エ
ダ
ニ
モ
花
ノ
サ
ク
ナ
レ
バ
コ
ノ
ミ
ホ
ト
ケ
ト
ナ
リ

モ
コ
ソ
ス
レ
（
四
五
九
）

　
　
　
　

弘
誓
深
如
海�

権
僧
正
寛
伊

　
　

�

ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
フ
カ
キ
チ
カ
ヒ
ヲ
ワ
タ
ツ
海
ノ
チ
イ
ロ
ノ
ソ
コ
ニ
タ

ト
ヘ
テ
ゾ
シ
ル
（
三
九
八
）

　
　
　
　

心
念
不
空
過�

法
印
成
厳

　
　

�

ヲ
シ
ナ
ベ
テ
ク
ル
シ
キ
海
ニ
ヒ
ク
ア
ミ
ノ
ス
ク
ウ
チ
カ
ヒ
ニ
ナ
ニ

カ
モ
ル
ベ
キ
（
三
九
九
）

　
　

四
、
残
欠
本
に
お
け
る
釈
教
部
本
文
改
変
の
可
能
性
に
つ
い
て

　

本
集
釈
教
部
の
本
文
に
は
、
前
章
第
三
項
で
採
り
上
げ
た
よ
う
な
問

題
の
他
、
後
年
に
な
っ
て
か
ら
の
歌
及
び
詞
書
の
増
補
、
さ
ら
に
は
配

列
の
変
更
な
ど
と
い
っ
た
可
能
性
を
認
め
得
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
そ

こ
で
本
章
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

　

四
―
一
、
後
年
の
歌
の
増
補

　

こ
れ
に
該
当
す
る
例
は
「
千
喜
久
丸
」
の
二
首
（
四
〇
五
、四
二
六
）

で
あ
る
。こ
の
作
者
は
前
章
第
一
項
⑶
で
も
述
べ
た
よ
う
に
僧
名
を「
成

雅
」
と
し
、『
安
祥
寺
血
脉
』
で
は
興
雅
の
附
法
の
筆
頭
に
置
か
れ
た

上
で「
僧
都　

補
太
元
阿
闍
梨
」と
記
さ
れ
て
も
い
る（
二
一
丁
表
）が
、

隆
雅
以
前
の
附
法
記
録
に
そ
の
名
は
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
興
雅
の
許

で
出
家
し
て
か
つ
は
太
元
法
も
受
法
し
た
可
能
性
が
高
く
―
あ
る
い
は

「
入
室
」
か
―
、
そ
れ
ゆ
え
に
興
雅
の
愛
代
丸
時
代
に
成
立
し
た
本
集

へ
の
入
集
は
考
え
難
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
20
）。
ま
た
そ
の
二
首
は
、



一
〇

配
列
面
か
ら
も
増
補
の
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。す
な
わ
ち
、

四
〇
五
番
歌
は
前
章
第
三
項
⑴
で
も
採
り
上
げ
た
よ
う
に
「
十
戒
」
を

詠
ん
だ
九
首
中
の
一
首
と
な
る
が
、
こ
の
歌
群
は
四
〇
三
番
歌
の
詞
書

に
　
　
　
　

十
戒
ノ
哥
ヲ
人
々
ヨ
マ
セ
侍
シ
ツ
ヰ
デ
ニ
不
殺
生
戒
ノ
心
ヲ

�

法
印
隆
雅

　
　

�

ア
ヅ
サ
ユ
ミ
ヤ
ヲ
モ
ハ
ナ
タ
デ
シ
カ
ノ
コ
ヱ
カ
イ
ヨ
ト
キ
ケ
バ
タ

モ
ツ
ナ
リ
ケ
リ
（
六
九
丁
表
～
裏
）

と
見
え
る
ご
と
く
、
隆
雅
と
そ
の
弟
子
（
少
童
を
含
む
）
の
歌
を
も
っ

ぱ
ら
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。さ
ら
に
言
え
ば
こ
の
歌
群
に
お
い
て
は
、

基
本
的
に
一
つ
の
「
戒
」
に
一
首
が
対
応
す
る
の
で
あ
る
が
、
以
下
に

示
す
よ
う
に
、
千
喜
久
丸
詠
を
含
む
「
不
偸
盗
戒
」
は
二
首
収
め
ら
れ

て
い
る
。

　
　
　
　

不
偸
盗
戒
ヲ�
権
少
僧
都
有
誉

　
　

�

梅
ノ
花
イ
ロ
ヲ
ヌ
ス
メ
ル
雪
ニ
ダ
ニ
心
ハ
マ
ド
フ
物
ト
シ
ラ
ズ
ヤ

（
四
〇
四
）

�

千
喜
久
丸
法
名
成
雅

　
　�

ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
ア
ダ
ナ
ル
花
ノ
ヒ
ト
エ
ダ
モ
ア
ル
ジ
ユ
ル
サ
デ
タ
ヲ

リ
ヤ
ハ
ス
ル
（
四
〇
五
）�

（
六
九
丁
裏
）

右
の
二
首
の
う
ち
、四
〇
四
番
歌
の
作
者
で
あ
る
有
誉
に
つ
い
て
は『
安

祥
寺
血
脉
』
に
「
隆
雅
の
正
入
室
で
あ
っ
た
が
早
世
し
た
た
め
に
興
雅

が
瀉
瓶
と
な
っ
た
」
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
（
二
〇
丁
裏
）、そ
の
こ
と
と
、

成
雅
が
（
宥
快
を
除
く
）
興
雅
の
筆
頭
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
こ
の
配
列
に
は
「
隆
雅
と
興
雅
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
頭

弟
子
の
歌
が
並
ぶ
よ
う
に
改
変
し
た
」
と
い
う
可
能
性
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
四
二
六
番
歌
は
月
輪
観
を
詠
ん
だ
歌
群

の
中
に
あ
る
が
、他
の
月
輪
観
詠
が
前
章
第
二
項
⑶
で
挙
げ
た
寛
信（
宗

意
と
同
じ
く
厳
覚
の
附
法
）
及
び
安
流
の
歴
代
正
嫡
の
歌
で
占
め
ら
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
千
喜
久
丸
詠
の
み
が
少
童
の
歌
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
か
よ
う
な
配
列
上
の
問
題
の
他
、
四
二
六
番
歌
は
内
容
面
で

も
不
自
然
さ
を
認
め
得
る
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　

月
輪
観
ノ
心
ヲ�

法
印
寛
海

　
　

�

オ
ホ
ゾ
ラ
ノ
月
ノ
ヒ
カ
リ
ヲ
ミ
ル
ホ
ド
ニ
心
ノ
ウ
チ
ニ
ウ
ツ
リ
ヌ

ル
カ
ナ
（
四
二
五
）

　
　
　
　

人
ノ
法
門
ヲ
月
ニ
タ
ト
ヘ
テ
イ
ヒ
侍
シ
ニ

�

千
喜
久
丸
法
名
成
雅 

　
　

�

ア
キ
ラ
ケ
キ
月
ノ
ヒ
カ
リ
ニ
タ
ト
ヘ
テ
ゾ
マ
ヨ
ハ
ヌ
道
ヲ
人
ニ
シ

ラ
ス
ル
（
四
二
六
）

　
　
　
　

題
不
知�

法
印
成
厳

　
　

�

ナ
ガ
キ
ヨ
ノ
ヤ
ミ
ニ
マ
ヨ
ハ
ヌ
コ
ト
ハ
リ
ハ
ミ
ノ
リ
ノ
月
ノ
ヒ
カ

リ
ナ
リ
ケ
リ
（
四
二
七
）�

（
七
三
丁
表
～
裏
）

の
ご
と
く
、前
後
の
歌
が
「
心
月
輪
が
澄
む
こ
と
に
よ
る
自
身
の
悟
り
」

を
詠
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
千
喜
久
丸
詠
は
「（
悟
り
を
得
た
後
の
）

衆
生
救
済
」
を
詠
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
に
見
て

き
た
よ
う
な
「
活
動
期
間
」「
歌
の
配
列
及
び
内
容
」
と
い
う
点
か
ら
、

千
喜
久
丸
の
二
首
は
後
年
の
増
補
の
可
能
性
が
高
い
と
言
う
こ
と
が
で



一
一

き
る
の
で
あ
る
。

　

四
―
二
、
後
年
の
詞
書
の
増
補

　

こ
れ
は
二
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
い
ず
れ
の
詞
書
も
長
大
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
一
つ
は
「
隆
雅
に
よ
る
愛
代
丸
へ
の
称
讃
」
を
詠

ん
だ
四
三
七
番
歌
（
愛
代
丸
の
返
歌
〔
四
三
八
〕
を
伴
う
）
で
あ
る
。

　
　
　
　

�

前
大
僧
正
成
恵
、
童
ニ
テ
侍
ケ
ル
ト
キ
ヨ
リ
不
動
尊
ニ
帰
シ

タ
テ
マ
ツ
リ
侍
ケ
ル
ニ
、
イ
ト
ケ
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
ソ
ノ
ウ

ツ
ハ
物
ナ
リ
ト
テ
、
寛
海
法
印
十
九
布
字
法
ヲ
サ
ヅ
ケ
侍
ケ

ル
ニ
、
ア
ル
ト
キ
コ
ノ
法
印
ヤ
ス
ミ
テ
コ
ノ
少
童
ニ
腰
ウ
タ

セ
ケ
ル
ニ
、
ス
コ
シ
マ
ド
ロ
ミ
テ
侍
ル
ニ
、
不
動
明
王
ノ
コ

シ
ヲ
ウ
チ
給
ケ
レ
バ
、
オ
ド
ロ
キ
テ
ミ
ル
ニ
コ
ノ
少
童
ナ

リ
。
又
此
法
印
マ
ド
ロ
ム
ヤ
ウ
ニ
シ
ケ
レ
バ
マ
サ
ニ
明
王
コ

シ
ウ
チ
給
ケ
リ
。
タ
ビ
〳
〵
カ
ヤ
ウ
ニ
侍
ケ
レ
バ
、
法
印
フ

シ
ギ
ノ
オ
モ
ヒ
ヲ
ナ
シ
テ
此
少
童
ニ
コ
ト
ノ
ヨ
シ
ヲ
タ
ヅ
ネ

ケ
ル
ニ
、
十
九
布
字
法
ヲ
腰
ウ
チ
ナ
ガ
ラ
暗
誦
シ
テ
侍
リ
ツ

ル
ト
コ
タ
ヘ
ケ
レ
バ
、
法
印
コ
ノ
フ
シ
ギ
ノ
ヤ
ウ
ヲ
少
童
ニ

カ
タ
リ
テ
、
サ
マ
〴
〵
ニ
称
美
シ
侍
ケ
リ
。
シ
カ
ル
ニ
愛
代

モ
、
イ
ト
ケ
ナ
カ
リ
シ
ヨ
リ
此
明
王
ニ
フ
カ
ク
帰
シ
タ
テ
マ

ツ
リ
ケ
レ
バ
、
彼
成
恵
大
僧
正
ノ
例
ニ
マ
カ
セ
テ
、
門
主
法

印
十
九
布
字
法
ヲ
サ
ヅ
ケ
テ
侍
シ
ニ
、
愛
代
不
動
明
マ
マ
ニ
現

ズ
ル
ヨ
シ
、
門
主
ア
ル
夜
ユ
メ
ニ
ミ
侍
テ
彼
祖
師
ノ
佳
例
ニ

カ
ナ
ヒ
テ
、
法
ヲ
ウ
ク
ル
シ
ル
シ
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
ヌ
ル
ヨ
シ
、

サ
マ
〴
〵
随
喜
シ
侍
シ
ツ
イ
デ
ニ�

法
印
隆
雅

　
　

�

法
ヲ
ウ
ク
ル
シ
ル
シ
歟
ヲ
イ
マ
モ
ア
ラ
ハ
ス
ハ
フ
ル
キ
ア
ト
ヲ
ヤ
人

ノ
ツ
タ
ヘ
ム

　
　
　
　

返
シ�

愛
代
丸
法
名
興
雅  

　
　

�

心
ニ
テ
法
ノ
シ
ル
シ
ヲ
ア
ラ
ハ
サ
バ
フ
ル
キ
ア
ト
ヲ
モ
ツ
タ
ヘ
ザ

ラ
メ
ヤ�

（
七
五
丁
表
～
七
六
丁
表
）

右
の
詞
書
の
要
旨
は

〇�

成
恵
は
少
童
時
代
か
ら
不
動
明
王
に
帰
依
し
て
お
り
、
そ
の
機
根
を

認
め
た
寛
海
か
ら
十
九
布
字
法
を
授
か
っ
た
。
成
恵
が
そ
の
法
を
暗

誦
し
な
が
ら
寛
海
の
腰
を
叩
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
ま
ど
ろ
ん
だ
寛
海

の
夢
の
中
で
不
動
明
王
が
己
の
腰
を
叩
い
て
い
た
。
寛
海
は
こ
の
不

思
議
な
体
験
を
成
恵
に
話
し
、
か
つ
は
成
恵
を
称
え
た
。
そ
し
て
か

か
る
故
事
と
同
様
の
事
例
が
隆
雅
と
愛
代
丸
と
の
間
で
も
起
こ
っ
た

の
で
隆
雅
は
愛
代
丸
の
機
根
を
称
え
、
か
つ
は
愛
代
丸
と
と
も
に
歌

を
詠
ん
だ
。

と
い
う
も
の
と
な
る
が
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
問
題
点
が
存
在
す
る
。
第

一
は
少
童
時
代
の
成
恵
が
寛
海
に
仕
え
て
い
た
と
す
る
く
だ
り
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
成
恵
と
西
安
祥
寺
と
の
つ
な
が
り
は
、
文
永
三
年

（
一
二
六
六
）に
兼
恵
か
ら
最
初
の
灌
頂
を
受
け
た
の
が
始
ま
り
で（『
血

脉　
興
雅
記
』
七
三
丁
表
）、
ま
た
寛
海
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
の
は
太

元
別
当
を
最
後
に
勤
め
た
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
ま
で
で
あ
る
（『
安

祥
寺
血
脉
』
一
四
丁
表
）
こ
と
か
ら
、こ
の
「
寛
海
」
は
む
し
ろ
「
兼
恵
」

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
寛
海
」
表
記
は
、
実
詮
に

よ
る
残
欠
本
の
誤
写
か
、
あ
る
い
は
後
年
の
増
補
ゆ
え
の
誤
記
の
可
能



一
二

性
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。
第
二
は
詞
書
に
お
け
る
愛
代
丸
の
扱
い
で

あ
る
。
引
用
部
の
傍
線
箇
所
の
よ
う
に
、「
寛
海
が
成
恵
を
称
え
た
ご

と
く
、隆
雅
が
愛
代
丸
を
称
え
た
」
旨
を
入
集
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、

撰
者
た
る
愛
代
丸
が
い
ま
だ
出
家
前
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、自
ら
を「
大

僧
正
成
恵
」
に
比
し
、
か
つ
は
称
讃
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
ま
ず

考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
（
21
）。
以
上
の
二
点
の
う
ち
、
と
り
わ
け
後

者
か
ら
こ
の
詞
書
は
、（
お
そ
ら
く
は
贈
答
全
体
を
含
め
て
）後
年
に「
高

僧
と
し
て
の
興
雅
」
へ
の
敬
意
を
有
す
る
者
が
増
補
し
た
可
能
性
が
高

い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

い
ま
一
つ
は
成
恵
に
よ
る
四
四
〇
番
歌
で
、
こ
れ
は
本
来
無
関
係
の

資
料
を
詞
書
の
前
半
に
補
っ
た
と
思
わ
れ
る
例
と
な
る
。

　
　
　
　

�

白
河
院
御
時
、
コ
ト
ニ
密
宗
御
帰
依
ノ
御
心
サ
シ
モ
フ
カ
ク

マ
シ
〳
〵
ケ
ル
ニ
、
匡
房
卿
ナ
ド
イ
フ
賢
者
才
人
ド
モ
ヲ
メ

サ
レ
テ
種
々
ノ
御
サ
タ
ヲ
ヘ
ラ
レ
テ
、
小
野
権
僧
正
範
俊
ハ

曼
荼
羅
寺
仁
海
僧
正
ノ
正
統
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
太
元
法
ノ
大

事
、
与
立
剣
輪
法
ナ
ド
イ
フ
秘
密
口
傳
ヲ
モ
ソ
コ
ヲ
キ
ハ
メ

タ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
此
法
ノ
阿
闍
梨
ト
シ
テ
コ
レ
ヲ
ツ
ト
ム
ベ
キ

ヨ
シ
ヲ
オ
ホ
セ
ク
ダ
サ
レ
侍
ケ
ル
ニ
、
範
俊
ソ
ノ
ト
シ
ノ
真

言
院
御
修
法
ヲ
ツ
ト
メ
ケ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
太
元
法
ヲ
良
雅
阿
闍

梨
ニ
サ
ヅ
ケ
侍
テ
此
両
箇
ノ
大
法
ヲ
師
弟
ナ
ラ
ヒ
テ
ツ
ト
メ

ケ
ル
事
、
ソ
ノ
例
マ
レ
ニ
ゾ
侍
ケ
ル
。
又
権
僧
正
寛
伊
ハ
、

彼
小
野
権
僧
正
範
俊
ノ
嫡
流
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
太
元
法
、
与
立

剣
輪
ナ
ド
ノ
奥
藏
ヲ
モ
キ
ハ
メ
侍
テ
、
此
法
ノ
阿
闍
梨
ヲ
モ

数
代
相
續
ノ
重
職
ニ
居
シ
テ
、
太
元
法
ヲ
モ
ト
シ
ヒ
サ
シ
ク

オ
コ
ナ
ヒ
侍
ケ
ル
ニ
、
又
真
言
院
ノ
秘
法
ヲ
モ
ツ
ト
ム
ベ
キ

ヨ
シ
オ
ホ
セ
ク
ダ
サ
レ
侍
ケ
レ
バ
、
成
恵
大
僧
正
ノ
法
印
ニ

テ
侍
ケ
ル
時
、
太
元
法
ノ
秘
事
口
伝
ヲ
ノ
コ
ル
ト
コ
ロ
ナ
ク

サ
ヅ
ケ
侍
テ
、師
匠
ノ
寛
伊
僧
正
ハ
真
言
院
法
ヲ
オ
コ
ナ
ヒ
、

弟
子
ノ
成
恵
法
印
ハ
太
元
法
ヲ
ツ
ト
メ
侍
テ
、
イ
マ
又
師
弟

ナ
ラ
ビ
テ
コ
ノ
フ
タ
ツ
ノ
秘
法
ヲ
ツ
ト
メ
ケ
ル
事
、
マ
コ
ト

ニ
ア
リ
ガ
タ
ク
オ
ボ
ヘ
侍
ケ
レ
バ
オ
モ
ヒ
ツ
ヾ
ケ
侍
ケ
ル

　
　

�

タ
グ
ヒ
ナ
キ
ム
カ
シ
ノ
小
野
ノ
ア
ト
ウ
ケ
テ
イ
マ
モ
カ
ハ
ラ
ヌ
道

ヲ
フ
ル
カ
ナ�

（
七
六
丁
裏
～
七
七
丁
裏
）

右
の
詞
書
の
要
旨
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
。

〇�

か
つ
て
小
野
流
の
正
嫡
で
あ
っ
た
範
俊
が
、
白
河
院
よ
り
太
元
法
を

勤
め
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
範
俊
は
後
七
日
御
修
法
阿
闍
梨
を
勤

め
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
た
め
、
弟
子
の
良
雅
に
太
元
法
を
伝
授

し
て
勤
め
さ
せ
、
結
果
的
に
師
弟
で
同
年
中
に
二
つ
の
大
法
を
修
め

る
と
い
う
希
有
な
事
例
と
な
っ
た
。
そ
の
範
俊
の
嫡
流
で
あ
る
寛
伊

は
太
元
法
を
受
法
し
、
か
つ
は
太
元
阿
闍
梨
を
勤
め
て
も
い
た
が
、

後
七
日
御
修
法
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
弟
子
の
成
恵
に
太

元
法
を
伝
授
し
て
勤
め
さ
せ
た
。
こ
れ
は
範
俊
と
良
雅
と
の
事
蹟
に

匹
敵
す
る
と
い
う
点
で
、
滅
多
に
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ

る
。

寛
伊
は
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
に
御
修
法
阿
闍
梨
を
勤
め
て
お
り
、

成
恵
は
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
か
ら
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
ま
で



一
三

太
元
別
当
を
勤
め
た
の
で
、
詞
書
の
内
容
自
体
は
事
実
に
基
づ
い
て
い

る
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
（
22
）。
し
か
し
な
が
ら
右
の
引
用
に
お
け
る

傍
線
箇
所
は
、
実
厳
が
治
承
五
年
（
一
一
八
一
）
に
太
元
別
当
職
を
得

よ
う
と
し
て
認
め
た
上
奏
文
の
一
部
で
あ
っ
て
、
寛
伊
と
成
恵
の
師
弟

と
は
本
来
無
関
係
な
く
だ
り
な
の
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
上
奏
文
を
宥

快
の
『
実
語
鈔
』（
増
福
院
旧
蔵
の
写
本
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
）

か
ら
書
き
下
し
て
示
す
。

　
　

�

…
安
祥
寺
の
実
厳
阿
闍
梨
奏
聞
し
て
云
く
、
真
言
相
承
の
中
に
は

小
野
を
以
て
規
模
と
す
。
就
中
太
元
法
に
於
い
て
は
、
小
野
の
僧

正
範
俊
の
流
を
以
て
修
せ
ら
る
べ
き
也
。
其
の
故
は
白
河
院
の
御

時
、
太
元
法
陵
遅
有
る
に
依
て
、
知
法
の
輩
を
撰
ば
る
る
時
、
江

中
納
言
匡
房
奏
聞
せ
ら
れ
て
云
く
、
太
元
法
の
中
に
は
与
立
剣
輪

の
秘
事
有
り
。
か
の
秘
事
を
知
る
の
輩
を
以
て
阿
闍
梨
職
に
補
せ

ら
る
べ
き
云
云
。
よ
り
て
範
俊
僧
正
に
相
尋
ね
ら
る
る
の
処
に
、

範
俊
、
件
の
法
の
与
立
剣
輪
の
事
、
能
く
習
ひ
伝
ふ
る
の
由
奏
聞

せ
ら
る
。
よ
り
て
範
俊
こ
れ
を
勤
修
す
べ
き
由
仰
せ
下
さ
る
る
の

時
、
範
俊
申
さ
れ
て
云
く
、
範
俊
已
に
宗
の
長
者
と
な
る
。
先
例

長
者
と
な
る
輩
、
い
ま
だ
此
法
を
修
め
ず
。
し
か
れ
ば
弟
子
良
雅

阿
闍
梨
に
お
い
て
件
の
法
を
授
け
て
、
こ
れ
を
謹
修
せ
し
む
べ
き

由
申
上
せ
ら
る
。
よ
り
て
良
雅
を
以
て
太
元
阿
闍
梨
に
補
せ
ら
れ

畢
ん
ぬ

　
　

�

こ
こ
に
範
俊
僧
正
の
寫
瓶
の
弟
子
、
厳
覚
僧
都
な
り
。
厳
覚
の
寫

瓶
、
宗
意
律
師
な
り
。
宗
意
の
寫
瓶
、
実
厳
な
り
。
し
か
る
に
、

件
の
法
を
知
る
輩
を
相
尋
ね
ら
る
る
は
、実
厳
そ
の
仁
に
当
れ
り
。

誰
か
機
に
あ
ら
ず
と
謂
ふ�

（
五
三
丁
表
～
五
四
丁
表
）

こ
の
記
述
か
ら
実
厳
の
上
奏
文
の
主
意
は
、
傍
線
を
附
し
た
「
真
言
宗

の
正
統
は
小
野
流
で
あ
る
。
実
厳
は
宗
意
の
瀉
瓶
で
あ
り
、
範
俊
以
来

の
小
野
の
正
嫡
で
あ
る
か
ら
、
太
元
阿
闍
梨
を
勤
め
る
の
に
最
適
任
で

あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
寛
伊
と
成
恵
と
に
関
す

る
く
だ
り
は
後
付
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
さ
ら
に
言
え
ば

こ
の
成
恵
詠
は
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
寛
伊
か
ら
成
恵
へ
の
安
流
の
伝

法
に
際
し
て
寛
伊
が
詠
ん
だ
四
四
四
番
歌
へ
の
返
歌
と
見
た
方
が
、
内

容
的
に
も
自
然
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
（
23
）。

　
　
　
　

�

前
大
僧
正
成
恵
ニ
宗
ノ
大
事
ノ
コ
リ
ナ
ク
サ
ヅ
ケ
、
ア
ト
ノ

事
ナ
ド
申
ヲ
ク
ト
テ�

権
僧
正
寛
伊

　
　

�

タ
ノ
ム
ゾ
ヨ
ミ
ノ
リ
ノ
コ
マ
ヲ
ス
ヽ
メ
テ
モ
ア
ト
ニ
マ
ヨ
フ
ナ
小

野
ノ
フ
ル
道

　
　
　
　
　

↓
（
返
シ
）

　
　

�

タ
グ
ヒ
ナ
キ
ム
カ
シ
ノ
小
野
ノ
ア
ト
ウ
ケ
テ
イ
マ
モ
カ
ハ
ラ
ヌ
道

ヲ
フ
ル
カ
ナ

以
上
の
点
か
ら
四
四
〇
番
歌
の
詞
書
は
、「
寛
伊
と
成
恵
の
師
弟
が
揃
っ

て
東
密
の
二
つ
の
大
法
を
勤
め
た
」こ
と
を
讃
え
、か
つ
は
太
字
ゴ
シ
ッ

ク
で
示
し
た
箇
所
の
よ
う
に
「
安
流
こ
そ
が
太
元
阿
闍
梨
を
勤
め
る
の

に
ふ
さ
わ
し
い
法
流
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
実
厳
の

上
奏
文
を
用
い
て
新
た
に
増
補
せ
ら
れ
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。



一
四

　

四
―
三
、
配
列
の
改
変

　

前
章
で
は
も
っ
ぱ
ら
錯
簡
と
思
し
き
配
列
の
例
を
採
り
上
げ
た
が
、

こ
こ
で
は
意
図
的
に
配
列
の
変
更
が
な
さ
れ
た
と
見
な
し
得
る
例
を
見

て
ゆ
く
。
そ
れ
は
釈
教
部
の
巻
末
詠
た
る
四
七
一
番
歌
で
あ
る
。

　
　
　
　

�

真
言
法
身
ノ
如
来
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
我
身
ニ
イ
タ
ル
マ
デ
嫡
々

相
承
シ
侍
テ
、
二
十
代
血
脉
サ
ラ
ニ
タ
ユ
ル
事
ナ
ケ
レ
バ
、

ユ
ク
ス
ヱ
モ
法
流
ノ
ヒ
サ
シ
ク
ツ
タ
ハ
ル
ベ
キ
コ
ト
ヲ
オ
モ

ヒ
侍
テ�

権
律
師
実
厳

　
　

�

ワ
レ
マ
デ
ニ
ハ
タ
チ
ニ
ナ
リ
ヌ
ユ
ク
ス
ヘ
ハ
ヨ
ロ
ヅ
世
フ
ト
モ
法

ハ
タ
エ
セ
ジ�
（
八
三
丁
裏
～
八
四
丁
表
）

こ
の
歌
は
、同
じ
く
実
厳
に
よ
る
同
様
の
詞
書
を
有
す
る
四
四
六
番
歌
、

す
な
わ
ち

　
　
　
　

�

高
山
ニ
水
ア
リ
ト
イ
フ
事
ニ
ヨ
ソ
ヘ
テ
、
高
祖
ノ
御
法
流
ノ

嫡
傳
ヲ
ウ
ケ
ヌ
ル
コ
ト
ヲ
オ
モ
ヒ
侍
テ�
権
律
師
実
厳

　
　

�

ウ
ヘ
モ
ナ
キ
タ
カ
ノ
ヽ
山
ノ
ヽ
リ
ノ
ミ
ヅ
フ
カ
キ
ソ
コ
ヲ
バ
我
ノ

ミ
ゾ
シ
ル�

（
七
九
丁
表
）

と
の
間
に
連
続
性
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
四
三
五
番
歌
か
ら
始
ま

る
「
伝
法
」
関
連
詠
群
の
一
部
と
す
る
の
が
配
列
的
に
も
妥
当
か
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
右
の
二
首
の
詞
書
に
見
え
る
、
実
厳
を
「
真
言
法
身

（
＝
大
日
如
来
）」
や
「
高
祖
（
＝
弘
法
大
師
）」
の
正
嫡
と
す
る
立
場
は
、

後
白
河
院
が
九
条
兼
実
の
奏
上
に
依
っ
て
、
実
厳
を
「
弘
法
大
師
の
正

嫡
」と
見
な
し
た
勅
書
に
基
づ
い
て
い
る
。い
ま
そ
れ
を『
血
脉　
興
雅
記
』

の
実
厳
に
関
す
る
く
だ
り
か
ら
引
用
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

�

勅
問
あ
り
。
月
輪
関
白
兼
実
奏
し
申
す
。
実
厳
は
ほ
ぼ
そ
の
法
器

を
知
る
。弘
法
大
師
の
流
に
は
彼
の
右
に
出
づ
べ
き
者
の
无
き
か
。

即
勅
筆
に
云
く
、
兼
実
に
勅
問
あ
り
。
勅
に
答
ふ
。
実
厳
は
真
言

相
承
に
お
い
て
は
彼
の
右
に
出
づ
べ
き
者
の
无
く
、
弘
法
大
師
の

正
嫡
な
り�

（
七
一
丁
表
～
裏
）

こ
の
記
述
か
ら
兼
実
及
び
院
の
実
厳
へ
の
評
価
は
、
実
厳
の
真
言
行
者

と
し
て
の
資
質
の
高
さ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
そ
れ
ゆ
え
四
七
一
番
歌
は
、
四
四
六
番
歌
な
ど
と
と
も
に
伝
法
詠

群
の
一
首
と
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
真
意
は
「
師
の
宗
意

か
ら
安
流
を
授
か
っ
た
我
が
身
が
『
大
師
の
正
嫡
』
と
見
な
さ
れ
た
こ

と
へ
の
喜
び
」
と
い
う
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
実
厳
一

人
に
限
定
せ
ら
れ
た
評
価
を
題
材
と
し
た
歌
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
一
方
で
残
欠
本
の
ご
と
く
四
七
一
番
歌
が
巻
末
に
置
か
れ
る

と
、
そ
の
意
味
合
い
は
大
き
く
異
な
り
、
あ
た
か
も
「
安
流
は
弘
法
大

師
の
直
系
、
す
な
わ
ち
東
密
の
（
唯
一
の
）
嫡
流
で
あ
る
」
と
公
言
す

る
が
ご
と
き
印
象
を
与
え
る
結
果
と
な
る
。
そ
れ
は
こ
の
歌
が
、
釈
教

部
全
体
の
巻
頭
詠
た
る
弘
法
大
師
詠
（
三
七
五
）
と
対
比
せ
ら
れ
る
た

め
で
あ
る
。

　
　

�

法
性
ノ
ム
ロ
ト
ヽ
キ
ケ
ド
ワ
ガ
ス
メ
バ
有
為
ノ
波
風
タ
ヽ
ヌ
日
ゾ

ナ
キ

　
　
　
　
　

�

此
哥
ハ
弘
法
大
師
、
ト
サ
ノ
ム
ロ
ト
ヽ
イ
フ
所
ニ
テ
ヨ
マ

セ
給
ウ
ケ
ル�

（
六
四
丁
表
）

こ
の
大
師
詠
は
東
密
的
に
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
室
戸
で
の
虚
空
蔵



一
五

求
聞
持
法
に
よ
る
悉
地
を
詠
ん
だ
歌
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は

具
体
的
に
は
『
三
教
指
帰
』
序
文
の
「
阿
国
の
大
滝
の
嶽
に
攀
ぢ
躋

り
。
土
州
の
室
戸
の
﨑
に
勤
念
す
。
谷
響
を
惜
し
ま
ず
。
明
星
来
り
影

す
」（『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
七
巻　

四
一
頁
）
の
よ
う
な
も
の
と

な
る 

（
24
）
が
、
こ
れ
を
四
七
一
番
歌
に
対
比
さ
せ
る
と
、
詞
書
に
「
ユ

ク
ス
ヱ
モ
法
流
ノ
ヒ
サ
シ
ク
ツ
タ
ハ
ル
ベ
キ
コ
ト
ヲ
オ
モ
ヒ
テ
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、「
釈
教
部
が
真
言
宗
八
代
正
嫡
た
る
大
師
の
最
初
の
真

言
法
成
就
を
詠
ん
だ
歌
で
始
ま
り
、
二
十
代
正
嫡
の
実
厳
の
、
宗
の
嫡

流
た
る
安
流
の
恒
久
的
な
繁
栄
を
願
う
歌
で
終
わ
る
」
と
い
う
こ
と
に

な
る 

（
25
）。
も
っ
と
も
東
密
に
お
い
て
は
小
野
流
、
広
沢
流
を
問
わ
ず
、

自
流
の
代
数
を
真
言
八
祖
か
ら
数
え
る
の
で
あ
っ
て
、実
厳
の
み
が「
二

十
代
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
（
26
）。
そ
れ
ゆ
え
、
か
か
る
姿
勢
の
表

明
は
興
雅
が
い
ま
だ
愛
代
丸
で
あ
っ
た
時
代
に
は
あ
り
得
ず
、
応
安
四

（
一
三
七
一
）
年
及
び
六
年
（
一
三
七
三
）
に
後
光
厳
院
が
興
雅
に
賜
っ

た
勅
書
―
安
流
を
東
密
の
正
統
と
す
る
お
墨
付
き
―
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
勅
書
の
記
述
を
『
安
祥
寺
血

脉
』
か
ら
引
用
し
て
示
す
。

　
　

�

…
（
応
安
）
六
年
後
光
厳
院
の
御
煩
を
（
興
雅
が
）
加
持
奉
り
し

時
、
病
日
を
送
ら
ず
歘
然
と
し
て
平
癒
す
。
又
同
年
の
勅
書
に
曰

く
、
大
師
の
正
統
を
撰
ば
し
め
、
最
上
の
秘
法
を
修
せ
ら
る
。
ひ

と
へ
に
天
下
太
平
を
祈
り
、
武
家
擁
護
を
す
と
。
又
前
の
四
年
の

勅
書
に
曰
く
、
且
つ
は
朝
の
た
め
、
か
つ
は
法
の
た
め
、
東
寺
の

一
宗
を
訪
ね
、南
池
の
両
門
を
捜
し
て
高
祖
の
嫡
流
を
撰
ば
し
め
、

秘
法
を
修
せ
し
む

�

（
二
〇
丁
裏
～
二
一
丁
表　
『
実
語
鈔
』
に
も
見
え
る
）

以
上
の
点
か
ら
四
七
一
番
歌
を
釈
教
部
巻
末
に
置
く
配
列
は
、
応
安
四

年
以
降
の
改
編
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

四
―
四
、
考
察　

―
釈
教
部
改
変
に
関
す
る
仮
説
―

　

以
上
、
釈
教
部
に
お
け
る
後
年
の
改
変
の
可
能
性
の
あ
る
箇
所
、
具

体
的
に
は

・�

興
雅
の
附
法
弟
子
で
あ
る
成
雅（
千
喜
久
丸
）の
歌
の
増
補（
四 

〇 

五
、

四
二
六
）

・
隆
雅
に
よ
る
愛
代
丸
へ
の
称
讃
（
四
三
七
）

・
成
恵
詠
の
詞
書
へ
の
実
厳
の
上
奏
文
を
用
い
た
増
補
（
四
四
〇
）

・「
東
密
の
（
唯
一
の
）
嫡
流
た
る
安
流
」
と
い
う
主
張
（
四
七
一
）

に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
か
よ
う
な
改
変
を
行
っ
た
人
物
及

び
、
改
変
の
動
機
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
、
現
時
点
で
考
え
得
る
仮
説

の
提
示
を
行
お
う
と
す
る
。

　

ま
ず
は
改
変
を
な
し
得
る
人
物
で
あ
る
が
、
本
集
に
関
わ
り
得
る
と

い
う
条
件
の
下
で
は
、
第
二
章
第
一
項
に
も
記
し
た
通
り
、
撰
者
た
る

興
雅
及
び
、
安
流
の
拠
点
を
高
野
山
宝
性
院
に
移
し
た
宥
快
の
二
人
の

み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
興
雅
に
は
、
後
光
厳
帝
及
び
後
円

融
院
の
叡
覽
に
つ
い
て
奥
書
に
記
す
な
ど
、
本
集
に
関
わ
る
活
動
が
明

確
に
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、宥
快
に
は
本
集
に
関
す
る
活
動
の
記
録
が
、

管
見
の
範
囲
で
は
一
切
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
改
変
の
内

容
か
ら
宥
快
を
も
っ
て
そ
の
当
事
者
と
見
な
す
も
の
で
あ
る
。
以
下
に



一
六

そ
の
理
由
を
記
す
。

Ⅰ
、
興
雅
に
は
改
変
が
な
し
難
い
と
考
え
る
理
由

①�
四
三
七
番
歌
の
詞
書
の
よ
う
に
、
少
童
の
愛
代
丸
が
自
ら
の
機
根
を

称
讃
す
る
こ
と
に
な
る
歌
を
入
集
さ
せ
る
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な

い
。

②�

安
流
の
み
を
も
っ
て
東
密
の
嫡
流
と
す
る
姿
勢
（
四
七
一
）
は
応
安

四
年
の
後
光
厳
院
の
勅
書
以
降
に
初
め
て
可
能
と
な
る
が
、
そ
の
二

年
前
に
本
集
は
後
光
厳
帝
の
叡
覽
に
供
し
、
さ
ら
に
は
御
製
を
賜
っ

て
い
る
た
め
、
叡
覽
に
携
わ
っ
た
興
雅
が
集
の
内
容
に
手
を
入
れ
る

こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
。

③�

御
製
を
賜
る
以
前
で
あ
れ
ば
興
雅
に
も
改
変
は
な
し
得
る
が
、
そ
の

段
階
で
の
興
雅
に
は
、
太
元
別
当
職
（
四
四
〇　

千
喜
久
丸
の
二
首

も
当
て
は
ま
る
か
）や
安
流
の
正
統
性
を
主
張
す
る
必
然
性
が
な
い
。

Ⅱ
、
宥
快
を
改
変
の
当
事
者
と
見
な
し
得
る
理
由

①�

宥
快
は
興
雅
の
入
室
で
は
な
く
、
高
野
山
で
興
雅
の
高
名
を
聞
き
及

ぶ
に
至
っ
て
受
法
を
願
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
以
下
に
挙
げ

る
『
安
祥
寺
相
承
由
来
』
の
記
述
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
興
雅
に

対
し
て
強
い
敬
愛
の
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
四
三
七
）。

　
　

�

三
国
伝
来
し
、
嫡
々
継
来
せ
し
は
、
た
だ
安
祥
寺
の
一
流
な
り
。

こ
れ
に
依
り
て
宥
快
、
当
流
の
受
法
の
志
、
年
来
懇
切
な
り

�

（
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
の
写
本　

四
丁
裏
）

　
　

�（
興
雅
か
ら
の
安
流
の
受
法
後
）
恐
悦
の
余
り
歓
喜
の
涙
数
行
袖

を
潤
す
。
若
し
は
夢
か
、
夢
な
ら
ば
覚
め
て
後
は
悔
や
む
べ
し
。

感
悦
の
余
り
に
迷
惑
せ
し
む�

（
同　

十
丁
表
）

②�

宥
快
は
『
実
語
鈔
』（
27
）
の
「
五　

安
祥
寺
流
大
師
正
統
事
」
で
「
安

流
が
東
密
の
正
嫡
で
あ
る
こ
と
」「
太
元
別
当
職
は
安
流
に
こ
そ
相

応
し
い
こ
と
」
を
主
張
し
て
い
る
（
四
四
〇
、
四
七
一
、
千
喜
久
丸

の
二
首
も
、
成
雅
が
太
元
法
を
受
法
し
て
い
る
こ
と
か
ら
該
当
す
る

か
）。

　
　

…
安
祥
寺
流
十
殊
勝
の
事

　

一　

相
承
殊
勝

　
　

�

弘
法
大
師
よ
り
第
十
一
代
の
資
厳
覚
大
僧
都
に
至
る
は
、
嫡
々
稟

承
し
て
異
途
な
き
か
。
厳
覚
、
灌
頂
を
範
俊
よ
り
受
け
し
時
頂
戴

の
五
鈷
杵
、
并
に
大
師
已
来
唯
授
一
人
の
口
伝
等
、
尽
く
も
っ
て

宗
意
律
師
に
渡
し
了
ん
ぬ
。
そ
れ
よ
り
以
降
、
灌
頂
の
大
事
、
諸

尊
の
口
伝
、
師
資
寫
瓶
他
面
を
看
み
ず
（
以
下
略
）

�

（
四
八
丁
裏
～
四
九
丁
表
）

　

六　

太
元
殊
勝

　
　

�

後
白
川
院
御
時
、
太
元
の
阿
闍
梨
職
、
実
厳
律
師
に
撰
補
せ
ら
れ

て
よ
り
已
来
、
当
流
を
も
っ
て
此
法
の
嫡
傳
と
す
（
以
下
略
）

�

（
五
二
丁
表
）

③�
後
光
厳
帝
の
寄
せ
た
御
製
を
有
す
る
本
集
に
加
筆
し
得
る
の
は
、
後

円
融
院
の
帰
依
を
得
て
、
か
つ
は
院
か
ら
御
製
を
賜
っ
た
宥
快
の
み

で
あ
り
、
そ
の
宥
快
に
は
②
の
『
実
語
鈔
』
の
く
だ
り
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
「
太
元
別
当
職
を
安
流
に
取
り
戻
す
た
め
に
安
流
の
正
統

性
を
主
張
す
る
」
と
い
う
動
機
が
存
在
す
る
。



一
七

　
　

�

至
徳
三
（
一
三
八
六
）
丙
寅
冬
、
快
公
（
＝
宥
快
）
勅
を
奉
じ
て

禁
中
に
修
法
す
。
後
円
融
上
皇
器
宇
を
愛
し
て
猶
子
と
為
す
。
和

歌
を
賜
ひ
て
曰
く
、「
い
の
る
べ
き
み
ち
に
は
し
ば
し
ま
よ
ふ
な

よ
か
へ
る
み
や
ま
の
は
な
の
し
ら
ゆ
き
」。
快
公
製
に
応
じ
て
曰

く
、「
ま
よ
は
じ
な
は
な
の
し
ら
ゆ
き
ふ
み
わ
け
て
み
ち
あ
る
み

よ
を
い
の
る
こ
こ
ろ
は
」　

　

＊�

『
紀
伊
続
風
土
記　

高
野
山
之
部
学
侶
』
よ
り
「
宝
性
院
宥
快
伝
」

�

（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
九
巻　

三
七
頁
）。

如
上
の
理
由
か
ら
筆
者
は
、「
本
集
の
原
本
が
宝
性
院
に
移
っ
た

後
、
具
体
的
に
は
宥
快
が
後
円
融
院
か
ら
御
製
を
賜
っ
た
明
徳
三
年

（
一
三
九
二
）
以
降
に
、
太
元
別
当
職
を
安
流
に
取
り
戻
す
た
め
の
一

手
段
と
し
て
釈
教
部
本
文
の
改
変
が
な
さ
れ
た
（
28
）」
と
い
う
仮
説
を

立
て
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

五
、
お
わ
り
に

　

ま
ず
は
前
章
ま
で
の
検
討
及
び
考
察
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
以
下
の

よ
う
な
も
の
と
な
る
。

㈠�

本
集
の
原
形
態
の
成
立
時
期
は
、
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
以
前
と

考
え
ら
れ
る
。

㈡�

残
欠
本
と
し
て
発
見
せ
ら
れ
た
本
集
が
流
布
し
た
の
は
、
後
光
厳
帝

の
御
製
が
存
在
し
た
こ
と
に
因
る
。

㈢�

本
集
の
釈
教
部
は
全
二
十
巻
中
二
巻
を
割
い
て
い
る
こ
と
、
集
全
体

の
結
語
の
ご
と
き
歌
が
巻
十
八
に
見
え
る
こ
と
、
安
流
正
嫡
の
歌
が

全
体
の
七
割
を
占
め
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
独
立
性
の
強
い
、
特
別
な

意
義
を
有
し
た
も
の
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
発
見
時
の
状
態

及
び
残
欠
本
を
書
写
し
た
実
詮
が
和
歌
に
詳
し
く
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
釈
教
部
に
も
歌
の
欠
落
や
誤
写
、
錯
簡
と
見
な
し
得
る
箇

所
が
見
受
け
ら
れ
る
。

㈣�

本
集
釈
教
部
の
本
文
は
成
立
当
初
の
も
の
と
同
じ
で
は
な
く
、
歌
及

び
詞
書
の
増
補
、
さ
ら
に
は
配
列
の
変
更
な
ど
と
い
っ
た
改
変
が
な

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
改
変
内
容
に
は
、「
興
雅
の
附

法
弟
子
の
歌
」「
愛
代
丸
の
機
根
へ
の
称
讃
」「
太
元
別
当
職
を
勤
め

る
安
流
」「
東
密
の
唯
一
の
正
嫡
た
る
安
流
」
と
い
う
特
徴
が
認
め

ら
れ
る
が
、
か
か
る
改
変
を
な
し
得
る
人
物
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、

興
雅
の
瀉
瓶
に
し
て
安
流
の
拠
点
を
高
野
山
宝
性
院
に
移
し
た
宥
快

の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
本
集
釈
教
部
の
性
格
に
つ
い
て
「
成
立
段
階
」
と
「
宥
快
に
よ

る
改
変
段
階
（
仮
説
）」
と
の
両
面
か
ら
考
え
得
る
と
こ
ろ
を
述
べ
る

と
、
貞
和
年
間
の
本
集
成
立
当
時
、
す
で
に
鎌
倉
安
祥
寺
は
滅
亡
し
て

い
た 

（
29
）
も
の
の
、
隆
雅
は
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
に
東
寺
二
の
長

者
と
な
り
、
さ
ら
に
は
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
に
宮
中
真
言
院
の
後

七
日
御
修
法
に
出
仕
す
る
な
ど
の
活
躍
を
見
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
（
30
）

安
流
自
体
は
い
ま
だ
安
定
期
に
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て
か
よ
う
な
状
況
下
で
編
ま
れ
た
本
集
が
、
成
立
後
は
基
本
的
に
西
安

祥
寺
の
鎮
守
宮
に
奉
納
せ
ら
れ
、
後
光
厳
帝
、
後
円
融
院
の
叡
覽
な
ど

を
除
く
と
対
外
的
な
享
受
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
初
の
段
階



一
八

に
お
け
る
釈
教
部
の
本
来
的
な
性
格
が
、
た
と
え
ば
「
隆
雅
の
権
僧
正

補
任
」
な
ど
を
記
念
し
て
編
ま
れ
た
「
自
流
を
讃
え
る
こ
と
を
旨
と
し

た
内
向
き
の
釈
教
歌
群
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
宥
快
に
よ
る
改
変
を
想
定
し
た

場
合
で
あ
る
が
、『
実
語
鈔
』
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
宥

快
に
は
太
元
別
当
職
を
安
流
に
取
り
戻
す
た
め
に
、
安
流
の
正
統
性
―

大
日
如
来
以
来
の
東
密
の
嫡
流
た
る
安
祥
寺
流
―
を
主
張
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
そ
の
宥
快
に
と
っ
て
、「
安
流
を
東
密
の
正
嫡
と
見
な
す
」

勅
旨
を
出
し
た
後
光
厳
院
の
御
製
を
有
す
る
本
集
の
釈
教
部
は
、「
宥

快
の
主
張
を
裏
付
け
る
資
料
」
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
釈
教
部
の
改
変
内
容
に
太
元
別
当
職
や
安
流

の
正
統
性
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
―
四
四
〇
番
歌
の
詞
書
前
半
は
、
あ

る
い
は
『
実
語
鈔
』
か
ら
の
抄
出
と
な
る
か
―
こ
と
も
、
そ
の
点
か
ら

説
明
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
（
31
）。

　

な
お
、「
東
密
系
釈
教
歌
と
し
て
の
特
徴
」
や
、「
教
説
を
用
い
た
個
々

の
釈
教
歌
の
解
釈
」
な
ど
、
釈
教
部
の
歌
の
内
容
そ
の
も
の
に
関
わ
る

点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　
　

註

（
１
）�

釈
教
部
に
お
け
る
新
編
国
歌
大
観
本
か
ら
の
変
更
箇
所
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

	

　

四
〇
六
…
作
者
名
「
阿
闍
梨
成
恵
」
を
「
阿
闍
梨
政
恵
」
に
。

	
�　

四
六
九
、四
七
〇
…
作
者
名「
権
律
師
実
厳
」を「
法
印
成
厳
」に
。

	

　

四
七
一
…
「
作
者
名
な
し
」
か
ら
「
権
律
師
実
厳
」
に
。

	
�

ま
た
、
三
宝
院
本
は
新
編
国
歌
大
観
本
よ
り
総
歌
数
が
一
首
少

な
い
（
四
七
〇
首
）
が
、
こ
れ
は
新
編
国
歌
大
観
が
底
本
と
し

た
続
群
書
類
従
本
（
巻
第
三
百
七
十
一
）
及
び
、
そ
の
底
本
た

る
善
通
寺
本
が
、
巻
十
四
末
尾
に
残
欠
本
の
一
三
番
歌
を
九
五

番
歌
と
し
て
記
載
し
て
い
る
こ
と
に
因
る
。
な
お
、
三
宝
院
本

を
初
め
と
す
る
本
集
の
写
本
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
安
撰
和
歌
集

本
文
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
〔
上
下
〕　

―
高
野
山
大
学
所
蔵

本
の
検
討
を
中
心
に
―
」（『
大
阪
産
業
大
学
論
集
』
人
文
・
社

会
科
学
編　

四
〇
、
四
一
号　

以
下
「
拙
稿
１
」）
に
お
い
て
書

誌
及
び
本
文
の
校
合
結
果
の
報
告
を
行
い
、
さ
ら
に
は
作
者
別

索
引
を
附
し
た
。

（
２
）�

こ
の
ま
と
め
は
『
密
教
大
辞
典
』『
山
科
安
祥
寺
誌
』
の
他
、
平

雅
行
「
鎌
倉
中
期
に
お
け
る
鎌
倉
真
言
派
の
僧
侶　

―
良
瑜
･

光
宝
・
実
賢
―
」（『
待
兼
山
論
叢
』
史
学
編　

四
三
）、
林
山
ま

ゆ
り
「
安
祥
寺
流
相
承
に
お
け
る
問
題　

―
『
実
語
鈔
』
を
中

心
に
―
」（『
密
教
文
化
』
二
三
六
）、
鏑
木
紀
彦
「
中
世
後
期

の
安
祥
寺
流
に
つ
い
て　

―
隆
快
・
光
意
の
事
跡
を
中
心
に
―
」

（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
五
七
）
な
ど
を
参
照
し
て
私
に
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
（
順
不
同
）。

（
３
）�
第
三
代
正
嫡
の
頼
真
の
み
太
元
別
当
の
補
任
記
録
が
存
在
し
な

い
（
上
田
進
城
『
山
科
安
祥
寺
誌
』
九
五
頁
）。

（
４
）�

こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
密
教
大
辞
典
』「
安
祥
寺
流
」
の
項
（
四



一
九

七
頁
）
を
参
照
。

（
５
）
拙
稿
１
〔
上
〕
一
～
五
頁
を
参
照
。

（
６
）�
覚
如
は
日
光
院
本
の
識
語
で
、
三
宝
院
本
の
巻
十
六
に
収
め
ら

れ
て
い
る
四
季
詠
の
う
ち
、
夏
の
歌
の
み
が
少
な
い
こ
と
に
関

し
て
「
夏
の
季
は
欠
本
の
内
に
あ
る
や
ら
ん
」（
五
九
丁
表
）
と

記
し
て
い
る
。
な
お
興
雅
の
奥
書
（
三
宝
院
本
八
五
丁
表
）
に

あ
る
ご
と
く
本
集
の
完
本
が
「
全
千
首
」
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

一
巻
あ
た
り
の
歌
数
は
五
十
首
前
後
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
実

際
、
巻
十
四
、
十
五
、
十
九
、
二
十
は
そ
れ
ぞ
れ
五
三
、
五
二
、

四
九
、
四
八
首
と
な
っ
て
い
る
が
、
雑
部
（
巻
十
六
、
十
七
、

十
八
）
は
そ
れ
ぞ
れ
八
六
、
七
八
、
六
三
首
で
あ
り
、
こ
の
点

で
も
原
形
態
と
は
異
な
る
可
能
性
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
（
本

稿
が
第
三
章
以
降
で
本
文
の
問
題
を
釈
教
部
に
限
定
し
た
の
は

こ
の
点
に
も
因
る
）。

（
７
）�『
安
祥
寺
血
脉
』（
写
本　

高
野
山
大
学
図
書
館
所
収　

筆
者
は

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
）
一
九
丁
裏
に
拠
っ
て
確
認
し
た
。

（
８
）�

興
雅
が
宥
快
に
安
流
を
伝
授
し
た
際
に
認
め
た
附
法
状
に
は「（
安

流
の
聖
教
類
を
）
宥
快
律
師
に
附
属
せ
し
む
る
も
の
な
り
、
向

後
は
さ
ら
に
高
野
御
山
よ
り
出
づ
べ
か
ら
ず
」
と
記
さ
れ
て
い

る
（『
山
科
安
祥
寺
誌
』
一
〇
七
頁
）。

（
９
）�『
和
歌
大
辞
典
』
に
は
「（
本
集
が
）
後
光
厳
院
マ
マ
の
叡
覽
に
供

し
て
勅
撰
集
に
準
ぜ
ら
れ
」（
四
〇
頁
）
と
あ
る
が
、
後
光
厳
帝

自
ら
が
本
集
を
准
勅
撰
と
見
な
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

（
10
）�

後
円
融
院
が
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
に
下
命
し
た
新
後
拾
遺

集
に
は
興
雅
詠
が
一
首
入
集
し
て
い
る
が（
五
八
七　

雑
春　

本

集
と
の
関
係
は
不
明
）、
こ
れ
は
、
院
の
父
で
あ
り
、
か
つ
は
下

命
の
前
年
に
崩
御
し
た
後
光
厳
院
が
、（
第
四
章
で
も
採
り
上
げ

る
よ
う
に
）
応
安
四
年
以
降
興
雅
に
帰
依
し
て
い
た
こ
と
と
関

わ
る
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）�

本
集
と
同
様
に
東
密
僧
の
詠
作
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
た
私
撰
集
で

あ
る
『
続
門
葉
和
歌
集
』（
醍
醐
報
恩
院
憲
淳
監
修　

嘉
元
三
年

〔
一
三
〇
五
〕
成
立
）
の
釈
教
部
は
巻
十
の
み
（
神
祇
部
と
併
せ

て
一
巻
を
な
す
）
で
、
釈
教
歌
の
総
数
は
七
九
首
で
あ
る
。

（
12
）�

良
瑜
（
本
集
で
は
「
権
僧
正
」　

残
欠
本
全
体
で
は
四
首
入
集
）

や
良
伊
（
本
集
で
は
「
僧
正
」
光
誉
附
法　

十
一
首
入
集
）
な

ど
の
よ
う
に
、
太
元
別
当
を
勤
め
た
高
僧
（『
山
科
安
祥
寺
誌
』

九
六
頁
）
で
あ
っ
て
も
、
西
安
祥
寺
の
正
嫡
で
な
い
場
合
は
釈

教
部
に
入
集
し
て
い
な
い
。

（
13
）『
血
脉　
興
雅
記
』
は
「
前
僧
正
」
と
す
る
（
七
三
丁
裏
）。

（
14
）�

新
編
国
歌
大
観
本
及
び
続
群
書
類
従
本
の
本
文
で
は
「
阿
闍
梨

成
恵
」
と
す
る
が
、
成
恵
は
大
僧
正
で
あ
る
た
め
、
明
ら
か
な

誤
り
と
分
か
る
。
な
お
拙
稿
１
（
下
）
四
頁
も
参
照
。

（
15
）�
釈
教
部
巻
頭
に
左
註
を
有
す
る
歌
を
置
く
歌
集
の
例
と
し
て
は
、

勅
撰
で
は
新
古
今
、
玉
葉
、
風
雅
、
新
拾
遺
、
新
続
古
今
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
和
歌
文
学
会
例
会
で
の
発
表
時
に
兼
築

信
行
氏
よ
り
い
た
だ
い
た
御
教
示
に
依
る
）。
こ
れ
ら
の
左
註
詠



二
〇

は
観
音
菩
薩
な
ど
の
諸
尊
の
歌
が
中
心
と
な
る
が
、
伝
承
的
性

格
が
強
い
と
い
う
点
で
は
本
集
に
通
ず
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

（
16
）�
金
剛
頂
経
を
大
日
経
よ
り
も
前
に
置
く
配
列
は
、
東
密
小
野
流

が
金
剛
界
を
表
、
胎
蔵
法
を
裏
と
す
る
こ
と
に
因
る
（
広
沢
流

で
は
逆
と
な
る
）
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
『
密
教
大
辞
典
』

「
野
沢
二
流
」
の
項
（
二
一
八
三
頁
）
を
参
照
。

（
17
）�『
密
教
大
辞
典
』「
戒
」
の
項
（
一
九
九
～
二
〇
〇
頁
）
を
参
照
。

（
18
）�

こ
の
「
法
華
経
系
月
輪
観
詠
」
に
つ
い
て
は
、
山
田
昭
全
氏
に

西
行
詠
を
用
い
た
説
明
が
あ
る
。（『
西
行
の
和
歌
と
仏
教
』
八

五
～
八
六
頁
）。

（
19
）�

新
編
国
歌
大
観
本
な
ど
で
は
、
四
六
八
番
歌
以
降
に
作
者
表
記

が
な
い
た
め
、
四
六
七
番
歌
の
「
権
律
師
実
厳
」
が
作
者
と
見

な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、実
厳
は
元
暦
二
年（
一
一
八
五
）

五
月
十
四
日
に
寂
し
て
お
り
（『
血
脈
類
集
記
』
第
五
〔『
真
言

宗
全
書
』
第
三
十
九
巻
〕
一
一
九
頁
及
び
『
安
祥
寺
血
脉
』
十

一
丁
表
）、
た
と
え
ば
栄
西
の
『
興
禅
護
国
論
』
の
成
立
が
建
久

九
年
（
一
一
九
八
）
で
あ
る
こ
と
（『
岩
波
仏
教
辞
典
』
三
〇
六

頁
）
な
ど
を
考
え
る
と
、
暦
仁
二
年
（
一
二
三
九
）
に
入
寂
し

た
成
厳
（『
血
脈
類
集
記
』
第
五　

一
九
八
頁
）
を
作
者
と
す
る

の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

（
20
）�『
安
祥
寺
血
脉
』
に
拠
る
と
、
出
家
後
の
興
雅
は
観
応
二
年

（
一
三
五
一
）
に
権
律
師
に
、
延
文
二
年
（
一
三
五
七　

こ
の
年

に
隆
雅
入
寂
）
に
権
少
僧
都
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
二
〇
丁
裏
）。

な
お
太
元
阿
闍
梨
に
補
せ
ら
れ
た
の
は
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）

で
あ
る
。

（
21
）�

隆
雅
に
は
入
室
た
る
有
誉
と
の
贈
答
も
あ
る
が
、
そ
の
詞
書
は

以
下
に
挙
げ
る
よ
う
に
簡
素
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

	

　
　
　
　
　

�

有
誉
僧
都
童
ニ
テ
侍
ケ
ル
時
、
愛
染
王
ヲ
モ
チ
タ

テ
マ
ツ
リ
侍
テ
、
此
尊
ヲ
哥
ニ
ヨ
メ
ト
イ
ヒ
ケ
ル
ニ

�

法
印
隆
雅

	

　
　
　

�

ク
レ
ナ
ヰ
ノ
ナ
ミ
ダ
ニ
身
ヲ
モ
ソ
メ
ヌ
レ
バ
ア
ハ
レ
ミ

フ
カ
キ
色
ハ
ミ
ユ
ラ
ン
（
四
六
〇
）

	

　
　
　
　
　

返
シ�

権
少
僧
都
有
誉

	

　
　
　

�

タ
ノ
モ
シ
ト
オ
モ
ヒ
ソ
メ
ヌ
ル
コ
ヽ
ロ
サ
ヘ
コ
ノ
ク
レ

ナ
ヰ
ノ
色
ニ
ミ
ユ
ラ
ン
（
四
六
一
）

�

（
八
一
丁
裏
～
八
二
丁
表
）

	
�

こ
の
こ
と
か
ら
、
四
三
七
、
四
三
八
番
歌
が
当
初
か
ら
の
入
集

で
あ
っ
た
な
ら
、
詞
書
も
同
様
に
簡
素
な
も
の
と
な
っ
た
か
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
22
）『
安
祥
寺
血
脉
』
一
六
丁
表
（
寛
伊
）、一
七
丁
表
（
成
恵
）
を
参
照
。

（
23
）�

た
だ
し
、
新
拾
遺
和
歌
集
（
後
光
厳
院
下
命　

貞
治
三
年

〔
一
三
六
四
〕成
立
）釈
教
部
に
お
け
る
こ
の
寛
伊
詠（
一
五
二
二
）

も
、
残
欠
本
と
同
様
に
単
独
で
入
集
し
て
い
る
。

（
24
）�
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
東
密
系
釈
教
歌
攷　

―
新
勅
撰
集

釈
教
部
巻
頭
詠
の
一
解
釈
―
」（『
大
阪
産
業
大
学
論
集
』
人
文
・

社
会
科
学
編　

三
二
号
）
二
～
九
頁
を
参
照
。



二
一

（
25
）
本
来
の
釈
教
部
巻
末
詠
が
た
と
え
ば
四
七
〇
番
歌
、
す
な
わ
ち

	
　
　

観
念
ノ
床
ニ
テ
オ
モ
ヒ
ツ
ヾ
ケ
侍
ケ
ル�

（
法
印
成
厳
）

	
　

�
ワ
ガ
コ
ヽ
ロ
タ
ヅ
ネ
テ
ミ
レ
ハ
キ
ハ
モ
ナ
シ
キ
ハ
ナ
キ
ノ
リ

ノ
ス
ガ
タ
ナ
リ
ト
テ�

（
八
三
丁
裏
）

	
�

で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
大
日
経
住
心
品
に
お
け
る
「
菩
提

心
＝
悟
り
＝
如
実
知
自
心
」
を
詠
ん
だ
も
の
と
な
る
の
で
、
本

末
の
対
応
は
「
弘
法
大
師
の
最
初
の
悉
地
を
詠
ん
だ
歌
で
始
ま

り
、密
教
の
目
指
す
と
こ
ろ
（
＝
悟
り
）
を
詠
ん
だ
歌
で
終
わ
る
」

と
い
う
も
の
と
な
る
。

（
26
）『
密
教
大
辞
典
』「
血
脈
」
の
項
（
四
四
九
～
四
五
〇
頁
）
を
参
照
。

（
27
）�

林
山
氏
前
掲
論
文
で
は
『
実
語
鈔
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
「
康

暦
二
年
（
一
三
八
〇
）、
宥
快
が
四
〇
歳
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
」
と
し
て
い
る
（
五
〇
頁
）。

（
28
）�『
密
教
大
辞
典
』「
宥
快
」
の
項
が
こ
の
御
製
に
つ
い
て
「
…
明

徳
三
年
高
弟
宥
信
と
共
に
後
円
融
上
皇
平
松
の
新
御
所
に
伺
候

し
て
鎮
座
法
を
行
ひ
、
上
皇
の
叡
感
を
忝
し
」
た
上
で
賜
っ
た

も
の
と
記
す
こ
と
に
拠
っ
た
（
二
一
九
二
頁
）。
な
お
こ
の
贈
答

以
外
の
宥
快
に
関
す
る
和
歌
と
し
て
は
、
臨
終
の
際
（
応
永
二

十
三
年
七
月
十
七
日
）
に
高
野
明
神
が
詠
ん
だ
と
せ
ら
れ
る
「
か

り
そ
め
の
く
も
が
く
れ
と
は
お
も
へ
ど
も
み
へ
ね
ば
を
し
き
や

ま
の
は
の
つ
き
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（『
安
祥
寺
血
脉
』

二
二
丁
表
～
裏
）。
ま
た
『
安
祥
寺
血
脉
』
は
「
太
上
皇
の
和
歌
」

と
「
神
歌
」
と
が
「
触
れ
て
世
に
唱
は
る
」（
二
二
丁
表
）
と
記

し
て
い
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
宥
快
の
名
声
が
こ
れ
ら
の
歌
に

よ
っ
て
広
が
っ
た
と
い
う
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
29
）
註
２
の
平
氏
論
文　

七
頁
を
参
照
。

（
30
）『
安
祥
寺
血
脉
』
二
〇
丁
裏
に
拠
っ
た
。

（
31
）�

以
上
の
仮
説
に
基
づ
い
て
本
集
が
実
際
に
は
活
用
せ
ら
れ
な
か
っ

た
理
由
を
考
え
る
と
、
応
永
年
間
以
降
の
宥
快
が
南
山
教
学
の

発
展
（
＝
応
永
の
大
成
）
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
た
こ
と
や
、
宥
快

入
寂
後
の
安
流
の
太
元
別
当
職
に
関
わ
る
運
動
が
お
も
に
西
安

祥
寺
や
石
動
山
天
平
寺
（
能
登
国
）
な
ど
で
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
註
２
の
鏑
木
氏
論
文

七
七
～
九
四
頁
も
参
照
。

※�

資
料
か
ら
の
引
用
に
際
し
、
一
部
私
に
濁
点
、
句
読
点
を
附
し
、
漢

字
表
記
を
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

（
追
）�

本
稿
は
令
和
元
年
十
二
月
二
十
一
日
に
開
催
せ
ら
れ
た
和
歌
文

学
会
東
京
例
会（
於　

二
松
学
舎
大
学
）で
行
っ
た
口
頭
発
表「
安

撰
和
歌
集
釈
教
部
の
検
討
」
に
お
け
る
発
表
内
容
の
一
部
を
文

章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
末
筆
な
が
ら
、
席
上
御
教
示
を

賜
っ
た
先
生
方
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。


